
22
年
7
月

の
参
議
院
選

挙
で
の
1
票

の
格
差
は
最

大
3
・
03
倍
だ
っ
た
。
高
裁

は
、
投
票
価
値
の
平
等
を
保
障

し
た
憲
法
に
違
反
と
判
決
し

た
。
国
民
一
人
ひ
と
り
の
制
度

的
・
政
治
的
・
社
会
的
に
平
等

な
地
位
の
回
復
を
要
し
、
1
票

の
格
差
の
早
急
な
是
正
が
国
会

に
求
め
ら
れ
る
▼
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
は
、
よ
う
や
く
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
Ｂ
Ａ
・
5
型
蔓
延
の

収
束
期
に
入
っ
た
。
公
費
医
療

に
加
え
、
世
界
に
誇
る
我
が
国

の
医
療
制
度
に
は
医
療
法
上
、

自
由
開
業（
医
）制
と
非
営
利
原

則（
配
当
禁
止
）が
、
医
療
保
険

上
は
国
民
皆
保
険
制
度
、フ

リ
ー
ア
ク
セ
ス
、現
物
支
給

制
、
出
来
高
払
い
制
（
現
在
は

主
に
外
来
診
療
）
が
あ
る
。
こ

れ
ら
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防

止
を
阻
害
せ
ぬ
よ
う
機
能
し
、

担
っ
た
医
師
の
過
酷
と
も
い
う

べ
き
診
療
労
働
に
よ
る
貢
献
が

強
調
さ
れ
る
。
だ
が
、
時
間
外

労
働
の
過
剰
か
ら
過
労
死
が
生

ぜ
ぬ
よ
う
、
も
ち
ろ
ん
医
師
の

「
働
き
方
改
革
」は
必
要
。
ま

た
、
免
疫
学
な
ど
の
科
学
的
ア

プ
ロ
ー
チ
を
含
め
、
今
後
も
医

療
制
度
の
良
好
な
堅
持
を
要
す

る
▼
国
民
の
生
存
・
安
全
の
確

保
に
は
、
衣
・
食
・
住
・
水
・

空
気
の
み
な
ら
ず
気
候
・
環
境

の
安
定
維
持
と
環
境
破
壊
の
防

止
へ
と
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

削
減
が
要
る
。
化
石
燃
料
の
削

減
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

早
期
開
発
・
転
換
に
加
え
、
戦

争
に
よ
る
建
造
物
の
破
壊
も
防

止
す
べ
く
戦
争
反
対
へ
の
叫
び

が
必
要
だ
▼
今
上
天
皇
即
位
時

の
お
言
葉
の
よ
う
に
、「
国
民
が

幸
せ
で
、
世
界
が
平
和
で
あ
る

よ
う
に
」と
願
わ
れ
る
。（
卯
蛍
）

　
保
険
医
年
金
は
、
1
9
6
8

（
昭
和
43
）
年
に
発
足
し
、
2

0
2
3
年
5
月
に
創
設
55
周
年

を
迎
え
る
。
開
業
医
の
公
的
保

障
が
少
な
い
時
代
、
安
心
し
た

老
後
の
保
障
を
望
む
京
都
の
会

員
の
声
か
ら
発
足
し
、
そ
の
後

全
国
へ
展
開
。
現
在
で
は
、
全

国
の
協
会
・
医
会
の
会
員
（
開

業
医
・
勤
務
医
）
が
加
入
で
き

る
私
的
年
金
制
度
と
な
っ
た
。

55
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

協
会
は
全
国
保
険
医
団
体
連
合

会
の
森
明
彦
共
済
部
長
と
座
談

会
を
開
催
し
た
。

　
座
談
会
で
は
、
発
足
に
至
る

ま
で
の
苦
労
や
制
度
維
持
の
努

力
を
振
り
返
り
、
銀
行
の
定
期

預
金
や
投
資
と
は
異
な
る
医
師

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症（C
O
V
ID
－19

）
に
対
応

さ
れ
て
き
た
全
て
の
医
療
従
事

者
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
会
員
の
先
生
方
に
は
平
素
よ

り
京
都
府
保
険
医
協
会
の
活
動

ら
れ
、
加
え
て
昨
秋
の
後
期
高

齢
者
の
一
部
負
担
金
の
2
割
化

の
実
施
も
あ
り
、
受
診
控
え
は

改
善
さ
れ
な
い
こ
と
が
危
惧
さ

れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
と
い
う
国
難

を
乗
り
切
っ
た
後
に
我
々
の
生

活
は
本
当
の
正
念
場
を
迎
え
る

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
さ
ら
に
本
年
4
月
か
ら
実
施

さ
れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

代
議
員
・
予
備
代
議
員
の
改
選
公
示

の
義
務
化
、
並
び
に
電
子
処
方

箋
の
導
入
と
、
国
は
医
療
機
関

の
負
担
を
顧
み
ず
デ
ジ
タ
ル
化

を
強
硬
に
推
し
進
め
て
い
ま
す
。

　
勤
務
医
の
先
生
方
に
も
国
民

の
安
心
・
安
全
な
生
活
を
守
る

国
民
皆
保
険
制
度
・
医
療
機
関

を
堅
持
す
る
た
め
ぜ
ひ
と
も
協

会
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
地

域
医
療
を
守
る
活
動
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
ま
た
勤
務
医
会
員
が
少
な
い

原
因
の
一
つ
に
依
然
と
し
て
低

い
認
知
度
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

保
険
医
協
会
は
そ
の
名
の
通
り

保
険
診
療
を
行
う
保
険
医
の
日

々
の
診
療
・
生
活
を
守
る
た
め

の
組
織
で
す
。
開
業
医
・
勤
務

医
に
関
わ
ら
ず
み
な
さ
ま
の
サ

ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
存
じ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
3
年
あ
ま
り
に

も
及
び
、
必
ず
し
も
十
分
な
環

境
整
備
も
な
い
ま
ま
に
5
類
に

変
更
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る

中
、
漠
然
と
し
た
不
安
を
感
じ

て
お
ら
れ
る
先
生
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
保
険

医
協
会
は
会
員
の
先
生
方
の
さ

ま
ざ
ま
な
「
不
安
」
や
「
困
り

ご
と
」
を
解
決
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
丁
寧
に
会
員
の
一

人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
、
身
近

で
頼
り
に
な
る
存
在
で
あ
り
続

け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
保
険
医
協
会
の
事
業
の
中

で
、
勤
務
医
の
先
生
方
に
お
勧

め
で
き
る
制
度
に
共
済
制
度
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
中
に
は
、
低

利
な
融
資
制
度
（
新
規
開
業
資

金
な
ど
）
や
住
宅
ロ
ー
ン
、
手

頃
な
保
険
料
と
高
額
保
障
の
グ

　
京
都
府
保
険
医
協
会
の
代

議
員
と
予
備
代
議
員
は
、
2

0
2
3
年
4
月
30
日
で
任
期

（
2
年
）
が
終
了
し
ま
す
。

規
約
第
14
条
と
選
挙
規
定
第

2
章
「
代
議
員
お
よ
び
予
備

代
議
員
の
選
挙
規
定
」
に
よ

り
次
の
通
り
選
挙
を
公
示
し

ま
す
。

　
▽
公
示
＝
3
月
10
日（
金
）

　
▽
立
候
補
締
切
日
＝
3
月

22
日
（
水
）
午
後
4
時

　
▽
定
数
＝
代
議
員
83
人
、

予
備
代
議
員
83
人
（
注
1
）

　
地
区
別
定
数
は
別
表
一
覧

表（
6
面
に
掲
載
）の
通
り
。

　
▽
任
期
＝
2
カ
年
：
23
年

5
月
1
日
〜
25
年
4
月
30
日

　
▽
立
候
補
届
出
方
法
＝
立

候
補
さ
れ
る
方
は
、
立
候
補

届
出
書
に
所
定
事
項
を
記

入
・
押
印
の
う
え
、
締
切
期

日
ま
で
に
当
該
所
属
地
区
医

師
会
長
が
取
り
ま
と
め
い
た

だ
く
か
、
協
会
事
務
局
気

付
、
京
都
府
保
険
医
協
会
代

議
員
会
議
長
ま
で
ご
提
出
下

さ
い
。（
注
2
）

　
▽
選
挙
公
報
＝
選
挙
規
定

第
27
条
に
よ
り
、
定
数
以
上

の
立
候
補
の
あ
る
時
は
投
票

に
よ
る
選
挙
と
な
り
ま
す
。

「
選
挙
」
は
任
期
終
了
日
の

前
30
日
以
内
に
実
施
。
同
規

定
第
22
条
に
よ
り
、
選
挙
に

関
す
る
管
理
は
各
地
区
医
師

会
長
に
委
任
し
ま
す
。
選
挙

の
行
わ
れ
る
地
区
は
、
立
候

補
者
の
氏
名
や
選
挙
方
法
等

の
広
報
を
速
や
か
に
本
紙
に

掲
載
し
ま
す
。

　
注
1
）
規
約
第
14
条
の
1
と

選
挙
規
定
第
20
条
に
よ
り
以
下

の
定
数
と
し
ま
す
。「
代
議
員

お
よ
び
予
備
代
議
員
は
同
数
と

し
、
定
数
は
各
地
区
医
師
会
の

区
域
で
本
協
会
会
員
30
人
ま
で

は
1
人
、
30
人
を
超
え
る
場
合

に
は
30
人
ま
た
は
そ
の
端
数
を

増
す
ご
と
に
1
人
を
加
え
た
員

数
と
す
る
。」

　
注
2
）
立
候
補
届
出
書
と
選

挙
人
名
簿
（
23
年
2
月
1
日

付
）
は
各
地
区
医
師
会
長
宛
に

送
付
し
て
い
ま
す
。
立
候
補
届

出
書
と
選
挙
人
名
簿
は
協
会
事

務
局
に
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
保
険
医
協
会
は
総
務
部
会
・

経
営
部
会
・
医
療
安
全
対
策
部

会
・
政
策
部
会
・
保
険
部
会
か

ら
な
り
、
私
が
所
属
し
て
い
る

総
務
部
会
で
は
地
区
医
師
会
と

の
連
携
を
強
化
し
、
会
員
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
一
層

深
め
る
た
め
、
毎
年
各
地
区
医

師
会
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
、

各
地
区
の
抱
え
る
課
題
・
問
題

点
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
病
気
な
ど
に
よ
る
休

業
補
償
制
度
、
京
都
協
会
発
足

の
保
険
医
年
金
な
ど
の
共
済
制

度
、
さ
ら
に
は
医
療
事
故
は
も

ち
ろ
ん
そ
れ
以
外
の
お
困
り
ご

と
で
も
随
時
ご
相
談
い
た
だ
け

る
よ
う
、
当
協
会
の
顧
問
法
律

事
務
所
を
は
じ
め
、
弁
護
士
・

税
理
士
・
保
険
金
融
関
係
の
諸

団
体
等
々
の
陣
容
へ
の
橋
渡
し

は
今
後
と
も
力
を
入
れ
て
取
り

ル
ー
プ
（
生
命
）
保
険
、
全
国

で
初
め
て
創
設
し
、
2
千
件
以

上
の
医
事
紛
争
に
対
応
し
て
き

た
実
績
の
あ
る
医
師
賠
償
責
任

保
険
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
一
般

会
員
よ
り
会
費
を
安
く
抑
え
た

共
済
制
度
利
用
勤
務
医
会
員
と

し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

将
来
開
業
を
考
え
て
お
ら
れ
る

先
生
だ
け
で
は
な
く
、
勤
務
医

を
継
続
さ
れ
る
先
生
に
も
有
用

な
制
度
だ
と
思
い
ま
す
。

　
〝
も
っ
と
若
い
時
に
、
保
険

医
協
会
そ
の
も
の
や
共
済
制
度

の
存
在
を
知
っ
て
い
れ
ば
良

か
っ
た
〞
と
の
勤
務
医
の
先
生

方
の
声
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
現
在
会
員
の
先
生
方
も
ぜ

ひ
若
い
世
代
の
先
生
方
へ
保
険

医
協
会
の
こ
と
を
ご
紹
介
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
勤
務
医
会
員
向
け
の
活
動
を

よ
り
活
性
化
す
る
た
め
に
、
現

時
点
で
は
会
員
で
は
な
い
勤
務

医
の
先
生
方
に
も
加
わ
っ
て
い

た
だ
い
て
〝
勤
務
医
委
員
会
〞

を
組
織
し
て
い
ま
す
。
本
委
員

会
で
は
勤
務
医
の
先
生
方
の

組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　
組
織
拡
大
に
向
け
て
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
も
共
済
制
度
の
特

徴
を
ま
と
め
た
勤
務
医
向
け
院

内
掲
示
ポ
ス
タ
ー
を
今
年
度
も

作
成
し
、
会
員
病
院
に
掲
示
・

配
布
を
依
頼
し
、
勤
務
医
の
先

生
方
へ
の
普
及
を
図
っ
て
い
ま

す
。
加
え
て
昨
年
度
か
ら
は
共

済
制
度
の
動
画
のY

ouT
ube

で
の
配
信
も
始
め
ま
し
た
。
ま

た
新
規
開
業
講
習
会
も
年
2
回

開
催
し
、
開
業
を
考
え
ら
れ
て

い
る
先
生
の
お
力
に
も
な
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
役
員
・
事
務
局
員
一
同
み
な

さ
ま
に
寄
り
添
っ
た
保
険
医
協

会
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
尽

力
い
た
し
ま
す
。
周
り
に
ま
だ

保
険
医
協
会
を
ご
存
じ
で
な
い

先
生
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
周

知
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ニ
ー
ズ
を
吸
い
上
げ
て
、
保
険

医
協
会
の
活
動
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

W
ith

コ
ロ
ナ
の
時
代
で
、
ま

だ
ま
だ
参
集
し
て
の
企
画
が
行

い
に
く
い
情
勢
で
す
が
、
リ

モ
ー
ト
を
駆
使
す
る
な
ど
し

て
、
日
常
診
療
に
役
立
つ
保
険

診
療
情
報
の
発
信
や
勤
務
医
を

対
象
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演

会
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
勤
務
医
会
員
向
け
の
取

り
組
み
に
ご
期
待
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
活
動
へ
の
ご

意
見
・
ご
要
望
な
ら
び
に
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

2
0
2
3
年
2
月
末
現
在
、

会
員
数
は
2
2
6
9
人
で
、

約
9
割
が
開
業
医
で
す
。

　
現
在
コ
ロ
ナ
禍
で
国
民

医
療
と
医
療
機
関
の
経
営

は
厳
し
い
状
況
を
迎
え
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
が
5
類

感
染
症
に
な
れ
ば
、
事
実

上
医
療
機
関
の
減
収
を
補

填
し
て
き
た
各
種
コ
ロ
ナ

関
連
の
補
助
金
は
打
ち
切

の
た
め
の
制
度
の
良
さ
を
も
っ

と
ア
ピ
ー
ル
で
き
な
い
か
と
課

題
を
指
摘
。
保
険
医
年
金
は
、

毎
月
1
口
1
万
円
か
ら
積
み
立

て
ら
れ
る
手
軽
さ
と
1
・
17
％

の
利
率
で
中
長
期
的
に
着
実
に

積
み
立
て
が
で
き
る
制
度
で
あ

る
。
先
を
見
通
し
に
く
い
今
こ

そ
、
保
険
医
の
声
に
寄
り
添
っ

た
保
険
医
年
金
を
よ
り
多
く
の

会
員
に
利
用
し
て
ほ
し
い
と
語

り
合
っ
た
。（
関
連
2
面
）

◇

　
前
半
期
普
及
は
、
4
月
1
日

か
ら
6
月
20
日
ま
で
。
新
規
加

入
だ
け
で
な
く
、
ぜ
ひ
増
口
も

ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
。
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
は
本
紙
3
月
25
日
号

に
同
封
予
定
。（
関
連
8
面
）

保
険
医
の
診
療・生
活
守
る
活
動
を
と
も
に

総
務
部
会
理
事

曽
我
部
俊
介

勤
務
医
向
け
活
動
も
充
実
さ
せ
て
い
ま
す

総
務
部
会
理
事

上
田
和
茂

京都の会員の声から発足

保険医年金創設55周年

保険医協会に
ご入会下さい
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結
果
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4
面
）
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――京 都 発――

保険医年金
創設55年

　
保
険
医
年
金
が
5
月
に
創
設
55
周
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
記
念
座
談
会
を
1
月
21
日
に
開
催
。
全
国
保
険

医
団
体
連
合
会
の
森
明
彦
共
済
部
長
、
内
田
亮
彦
副
理

事
長
、
兵
佐
和
子
理
事
が
出
席
し
た
。

京
都
で
生
ま
れ
た

保
険
医
年
金

内
田

1
9
5
5
年
頃
の
開

業
医
は
、
制
度
化
さ
れ
た
恩

給
・
厚
生
年
金
・
退
職
一
時
金

な
ど
が
あ
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と

比
べ
て
、「
社
会
福
祉
だ
か
ら
」

と
診
療
報
酬
は
抑
え
ら
れ
、
診

療
報
酬
の
振
り
込
み
自
体
が
危

ぶ
ま
れ
る
時
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
さ
ら
に
老
後
の
生
活
保
障

も
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ
れ
て
い
な

い
中
で
、
こ
う
し
た
低
診
療
報

酬
・
無
保
障
な
状
況
に
立
ち
向

か
う
べ
く
、
保
険
医
協
会
が
発

足
し
ま
し
た
。

　
医
師
の
老
後
を
保
障
す
る
公

的
年
金
創
設
を
国
に
求
め
る
運

動
の
中
で
、
66
年
頃
、
京
都
協

会
の
当
時
の
役
員
か
ら
「
保
険

医
の
老
後
を
守
る
た
め
、
公
的

年
金
の
設
立
が
難
し
い
な
ら
、

私
的
な
も
の
で
も
い
い
か
ら
年

金
制
度
を
作
る
べ
き
」
と
い
う

声
が
高
ま
り
ま
し
た
。

67
年
、「
理
想
的
な
年
金
」

と
し
て
①
掛
金
に
比
べ
、
実
質

利
子
が
高
く
、
積
立
額
の
増
加

率
の
良
い
も
の
②
年
金
の
給
付

額
も
高
額
と
な
る
も
の
③
年
金

原
資
の
運
用
は
一
流
の
専
門
機

関
で
一
括
運
用
④
元
利
合
計
金

が
全
て
加
入
者
個
々
の
自
由
と

な
り
、
か
つ
全
て
個
人
に
還

元
―
と
い
う
今
の
保
険
医
年
金

に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
具
体

的
な
案
が
ま
と
ま
り
、
三
井
生

命
（
現
在
の
大
樹
生
命
）
と
安

田
生
命
（
現
在
の
明
治
安
田
生

命
）
を
受
託
保
険
会
社
に
、
68

年
5
月
、
京
都
で
保
険
医
年
金

が
発
足
し
ま
し
た
。

森　
制
度
発
足
の
苦
労
は
、

『
戦
後
開
業
医
運
動
の
歴
史
』

（
保
団
連
発
刊
・
95
年
）
の
中

で
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
頃
、
他
団
体
も
私
的
年

金
制
度
の
検
討
に
着
手
し
て
い

ま
し
た
が
、
中
途

脱
退
で
き
な
い
こ

と
や
、
個
人
積
立

で
は
な
く
払
い
込

ん
だ
掛
金
が
年
金

資
金
と
な
る
、
い

わ
ゆ
る
賦
課
制
度

の
よ
う
な
形
で
運

用
さ
れ
る
こ
と
へ

の
不
公
平
感
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
。

　
保
険
医
年
金
は
、
掛
金
の
運

用
は
受
託
保
険
会
社
に
任
せ
ま

す
が
、
制
度
の
基
礎
部
分
は

「
開
業
医
に
と
っ
て
有
用
な
制

度
」
と
な
る
よ
う
、
当
時
の
協

会
役
員
や
会
員
の
要
望
を
吸
い

上
げ
て
、
保
険
会
社
や
当
時
の

大
蔵
省
と
も
交
渉
を
重
ね
な
が

ら
、
自
分
た
ち
の
手
で
作
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　
京
都
協
会
で
の
制
度
発
足
を

き
っ
か
け
に
、
全
国
で
も
相
次

い
で
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
少
し
で
も
「
開
業
医
に

と
っ
て
有
用
な
制
度
」
を
作
ろ

う
と
奮
闘
さ
れ
た
こ
と
が
、
保

険
医
年
金
が
全
国
に
広
が
っ
た

き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
し
、
そ
の
理
念
は
今
日

に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

兵　
最
初
に
語
ら
れ
た
理
念

が
今
で
も
守
ら
れ
て
い
る
、
今

の
保
険
医
年
金
に
つ
な
が
っ
て

い
る
ん
で
す
ね
。
最
初
の
理
念

を
考
え
ら
れ
た
人
た
ち
の
す
ご

苦
難
の
時
を

乗
り
越
え
て

内
田　
京
都
か
ら
全
国
の
協

会
に
広
が
っ
た
保
険
医
年
金
で

す
が
、
苦
難
と
し
て
思
い
出
す

の
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
に
一
気

に
湧
き
出
し
た
「
生
保
危
機
」

で
し
ょ
う
か
。
2
0
0
0
年
頃

に
「
次
は
三
井
生
命
が
危
な
い

の
で
は
」と
い
う
噂
が
広
が
り
、

三
井
生
命
を
幹
事
会
社
に
し
て

い
る
保
険
医
年
金
も
、
脱
退
す

る
会
員
が
多
く
出
ま
し
た
。

森　
あ
の
頃
は
生
命
保
険
契

約
者
保
護
機
構
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
か
ら
、
不
安
感
が
拡
散

し
ま
し
た
。
保
護
機
構
が
で
き

て
か
ら
は
、
万
一
の
事
が
起

こ
っ
て
も
積
立
金
の
90
％
を
上

限
に
保
証
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
保
険
医
年

金
で
は
安
全
性
を
考
え
て
、
リ

ス
ク
を
吸
収
で
き
る
体
力
が
あ

る
生
保
会
社
を
集
め
、
引
受
割

合
（
シ
ェ
ア
）
を
割
り
振
っ
て

共
同
で
運
用
す
る
こ
と
で
、
リ

ス
ク
分
散
を
し
な
が
ら
加
入
者

の
積
立
金
の
保
護
を
図
っ
て
い

ま
す
。
現
在
は
大
樹
・
明
治
安

田
・
富
国
・
日
本
・
太
陽
・
第

一
の
生
保
6
社
が
共
同
運
用
し

て
い
ま
す
。

内
田　
共
同
運
用
に
つ
い
て

は
、
会
員
の
理
解
が
十
分
で
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
例
え
ば

大
樹
生
命
の
営
業
職
員
を
通
じ

て
申
し
込
ん
だ
ら
「
大
樹
生
命

の
保
険
医
年
金
」
に
入
る
ん

だ
、
と
思
っ
て
い
る
会
員
が
ま

だ
ま
だ
お
ら
れ
る
の
が
現
実
で

す
。
そ
う
で
は
な
く
、
6
社
共

同
で
運
用
さ
れ
る
ん
で
す
よ
、

と
い
う
こ
と
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し

な
い
と
い
け
な
い
で
す
ね
。

「
生
保
危
機
」
の
頃
は
、
な
お

さ
ら
そ
う
い
う
誤
解
が
多
か
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

森

97
年
頃
は
予
定
利
率
が

2
・
5
％
程
だ
っ
た
の
で
す

が
、「
生
保
危
機
」
の
中
で
予

定
利
率
が
ど
ん
ど
ん
下
げ
ら
れ

ま
し
た
。
当
時
、
受
託
生
保
会

社
か
ら
企
業
年
金
の
予
定
利
率

を
軒
並
み
0
・
5
％
く
ら
い
ま

で
下
げ
る
と
い
う
話
が
出
た
時

は
、
全
国
で
議
論
の
末
、
1
・

25
％
に
留
め
さ
せ
た
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
の
結
果
、
確
か
に
脱

退
者
数
は
多
か
っ
た
ん
で
す

が
、
そ
の
直
後
に
「
辞
め
な
け

れ
ば
よ
か
っ
た
」
と
再
加
入
す

る
会
員
も
多
数
い
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。

55
周
年
を
迎
え
て
、

保
険
医
年
金
の
こ
れ
か
ら

内
田　
保
険
医
年
金
の
制
度

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
に

は
、
加
入
者
が
増
え
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
京
都
で
は
「
顔

の
見
え
る
保
険
医
協
会
」
を
目

指
し
、
若
手
事
務
局
が
中
心
と

な
っ
て
、
会
員
訪
問
や
募
集
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
た

だ
、
な
か
な
か
今
の
ご
時
世
、

「
保
険
」
と
か
「
共
済
」
と
聞

く
と
、
節
約
の
た
め
真
っ
先
に

切
り
捨
て
る
項
目
に
入
っ
て
し

ま
い
、
会
員
に
声
が
届
き
に
く

い
の
が
現
状
で
す
。

兵　
銀
行
の
定
期
預
金
な
ど

は
、
昔
は
「
金
利
が
良
か
っ
た

か
ら
」、
今
は
「
安
全
だ
か
ら
」

「
銀
行
の
人
が
勧
め
た
か
ら
と

り
あ
え
ず
」
と
利
用
し
て
い
る

会
員
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
銀
行
か
ら
は
定
期

預
金
の
他
に
投
資

な
ど
も
勧
め
ら
れ

ま
す
が
、
す
ご
く

リ
ス
ク
が
あ
っ
た

り
、
手
数
料
が
高

か
っ
た
り
し
て
難

し
い
。

　
保
険
医
年
金
は

1
口
毎
月
1
万
円

か
ら
積
み
立
て
で
き
る
手
軽
さ

が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
銀
行
で
1

万
円
ず
つ
積
み
立
て
て
も
金
利

は
そ
う
そ
う
付
か
な
い
の
に
、

保
険
医
年
金
は
数
年
間
の
元
本

割
れ
期
間
こ
そ
あ
り
ま
す
が
、

予
定
利
率
で
積
み
立
て
る
こ
と

が
で
き
る
。「
は
じ
め
は
1
万

円
か
ら
で
も
」
と
若
い
会
員
に

も
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

森　
兵
先
生
の
仰
る
通
り

で
、
特
に
若
い
会
員
は
、
株

や
、
最
近
で
は
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
な
ど

も
詳
し
く
勉
強
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
個
人
的
に
は
、

日
常
診
療
に
保
団
連
役
員
の
仕

事
も
あ
っ
て
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
な
ど

を
や
っ
て
い
る
暇
が
あ
り
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
黙
っ
て

い
て
も
積
み
上
が
っ
て
い
く
保

険
医
年
金
」
の
良
さ
を
感
じ
て

い
ま
す
。
保
険
医
年
金
に
は
1

口
50
万
円
の
一
時
払
も
あ
り
ま

す
。
月
払
で
着
実
に
積
み
立
て

る
他
に
も
、
月
払
は
少
し
だ
け

に
し
て
、
余
裕
が
あ
る
時
に
一

時
払
で
積
み
立
て
る
。
そ
う
い

う
運
用
・
積
立
の
仕
方
が
選
択

で
き
る
点
も
、
保
険
医
年
金
の

一
つ
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
ね
。

　
先
程
話
が
あ
っ
た
「
生
保
危

機
」
や
、
近
年
の
マ
イ
ナ
ス
金

利
政
策
や
円
安
な
ど
の
経
済
不

安
の
中
で
も
、
保
険
医
年
金
は

制
度
創
設
以
来
、
先
生
方
の
積

立
額
を
削
減
さ
せ
た
こ
と
が
な

い
点
も
、
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
ポ

イ
ン
ト
で
す
。「
少
な
い
リ
ス

ク
で
、
知
ら
な
い
う
ち
に
積
み

立
て
ら
れ
る
」
の
は
、
保
険
医

年
金
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

も
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ

ン
ト
は
「
中
断
が
で
き
る
」
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
毎
月
の
掛

金
の
支
払
い
を
、
い
つ
で
も
中

断
で
き
る
。
そ
し
て
、
好
き
な

時
に
再
開
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
し
か
も
、
中
断
・
再
開
に

手
数
料
が
か
か
ら
な
い
。
他
に

は
な
い
、
保
険
医
年
金
の
ユ

ニ
ー
ク
な
特
長
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
こ
の
他
に
も
、
80
歳
ま
で
積

み
立
て
が
で
き
た
り
、
い
つ
で

も
一
時
金
と
し
て
受
け
取
り

（
解
約
）
が
で
き

た
り
と
大
変
便
利

な
制
度
で
、
全
国

の
会
員
か
ら
愛
さ

れ
、
保
険
医
年
金

全
体
の
責
任
準
備

金
（
積
立
金
）
は

現
在
1
兆
3
2
0

0
億
円
に
上
り
ま

森　
今
回
改
め
て
保
険
医
年

金
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
京

都
協
会
の
当
時
の
役
員
諸
氏

が
、
保
団
連
が
設
立
す
る
よ
り

も
前
か
ら
「
理
想
的
な
年
金
」

「
開
業
医
に
と
っ
て
有
用
な
制

度
」
を
考
え
て
、
本
当
の
素
人

か
ら
議
論
・
交
渉
を
重
ね
ら
れ

て
こ
ら
れ
た
こ
と
は
、
相
当
な

苦
労
だ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
苦
労
・
努
力

の
も
と
で
、
医
師
に
よ
る
、
医

師
の
た
め
の
、
大
変
便
利
な
年

金
制
度
に
な
り
ま
し
た
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
も

保
険
医
年
金
を
守
り
続
け
て
い

き
た
い
、
よ
り
良
い
制
度
に
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
今
の
予

定
利
率
を
下
げ
る
受
託
生
保
会

社
を
な
る
べ
く
作
ら
な
い
こ

と
。
今
だ
け
で
な
く
、
中
・
長

期
的
な
制
度
維
持
を
念
頭
に
、

今
後
も
交
渉
を
重
ね
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

内
田　
本
日
は
本
当
に
お
忙

し
い
中
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

す
。
私
的
年
金
で
は
日
本
有
数

の
規
模
で
、
受
託
生
保
会
社
へ

支
払
う
手
数
料
も
拠
出
型
企
業

年
金
の
中
で
最
も
低
い
水
準
な

の
で
、
そ
の
分
、
会
員
の
積
み

立
て
に
反
映
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
加
入
者
5
万
1
千

人
、
責
任
準
備
金
1
兆
3
千
億

円
超
の
組
織
か
ら
出
さ
れ
る
要

望
は
、
受
託
生
保
会
社
と
し
て

も
重
く
受
け
止
め
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
受
託
生
保
会
社
任
せ
に

せ
ず
「
開
業
医
に
と
っ
て
有
用

な
制
度
」
を
守
っ
て
い
く
こ
と

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

内
田　
今
の
時
代
に
、
積
立

金
は
も
ち
ろ
ん
、
予
定
利
率
も

死
守
し
て
い
る
の
は
、
本
当
に

す
ご
い
努
力
だ
と
い
つ
も
思
っ

て
い
ま
す
。

さ
を
感
じ
ま
す
。

　
お
金
の
運
用
は
受
託
保
険
会

社
に
任
せ
ま
す
が
、
制
度
の
中

身
ま
で
委
ね
て
し
ま
う
の
で
は

な
く
、
創
設
団
体
が
理
念
を

守
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
と

て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
保

団
連
の
共
済
部
会
に
出
席
し
、

受
託
生
保
会
社
か
ら
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
や
質
疑
の
様
子
を
見
て
い

る
と
、
森
先
生
の
「
保
険
医
年

金
を
守
り
た
い
、
よ
り
良
く
し

た
い
」
と
い
う
ご
努
力
を
す
ご

く
肌
で
感
じ
ま
す
。

兵
理
事

内
田
副
理
事
長

保
団
連
の
森
共
済
部
長 保

険
医
年
金
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

今
後
の
展
望
を
保
団
連
と
語
る

９月１日加入者の中
から20名様に三陸・
岩手の応援セットを
プレゼント！
是非この機会に加
入・増口をご検討下
さい。

抽選キャンペーン
55周年記念
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講
習
会
は
上
田
和
茂
理
事
が

進
行
、「
勤
務
医
に
役
立
つ
保

険
医
協
会
の
共
済
制
度
」
と
し

て
曽
我
部
俊
介
理
事
よ
り
、

「
医
師
賠
償
責
任
保
険
」
の
サ

ポ
ー
ト
力
、「
斡
旋
融
資
制
度
」

の
低
利
と
使
い
や
す
さ
を
紹
介

後
、「
グ
ル
ー
プ
保
険
」
と

「
保
険
医
年
金
」
の
特
長
点
を

詳
説
し
た
。
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ

の
感
染
拡
大
で
医
療
体
制
の
課

題
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
協

会
は
、
医
療
機
関
・
患
者
と
も

に
安
心
・
安
全
な
医
療
提
供
体

制
と
な
る
よ
う
、
国
や
京
都
府

な
ど
に
充
実
、
改
善
の
要
請
を

続
け
て
い
る
。
勤
務
医
師
に

も
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
守

り
、
地
域
医
療
を
守
る
活
動
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と

述
べ
、
協
会
へ
の
入
会
と
共
済

制
度
の
利
用
を
呼
び
か
け
た
。

　
「
そ
の
何
気
な
い
一
言
が
医

事
紛
争
を
拡
大
さ
せ
ま
す
〜
医

師
賠
償
責
任
保
険
の
運
用
等
も

含
め
て
〜
」
と
し
て
名
倉
良
一

監
事
（
医
療
事
故
案
件
調
査
委

員
）
は
、
①
医
師
賠
償
責
任
保

険
の
運
用
・
紛
争
解
決
の
流
れ

②
勤
務
医
の
先
生
方
に
気
を
付

け
て
い
た
だ
き
た
い
「
前
医
批

判
」
―
の
2
テ
ー
マ
で
講
演
。

協
会
は
全
国
に
先
駆
け
て
1
9

6
8
年
に
医
師
賠
償
責
任
保
険

　
「
勤
務
医
に
役
立
ち
病
院
の
経
営
に
資
す
る
情
報

提
供
」
と
「
保
険
医
協
会
の
事
業
の
特
長
を
知
っ
て

い
た
だ
く
」
こ
と
を
目
的
に
、
協
会
は
1
月
18
日
、

勤
務
医
の
た
め
の
講
習
会
を
ウ
ェ
ブ
開
催
。
京
都
府

内
病
院
の
勤
務
医
7
人
が
参
加
し
た
。

　
協
会
は
1
月
31
日
に
経
営
対
策
セ
ミ
ナ
ー「
知
っ

て
お
き
た
い
医
院
の
た
め
の
雇
用
管
理
」
を
ウ
ェ
ブ

併
用
で
開
催
し
た
。
出
席
は
12
人
。
講
師
は
桂
好
志

郎
社
会
保
険
労
務
士
が
務
め
た
。

共済利用や活動への参加も呼びかけ
府内病院勤務医を対象に講習会

を
導
入
し
、
取
扱
件
数
は
2
千

件
超
、
解
決
率
98
・
1
％
（
22

年
5
月
末
時
点
）
と
な
っ
て
い

る
。
損
害
賠
償
が
生
じ
る
3
条

件
﹇
①
過
失
が
あ
る
②
損
害
が

発
生
し
て
い
る
③
過
失
と
損
害

の
間
に
因
果
関

係
が
あ
る
﹈
を

挙
げ
、
医
療
事

故
が
発
生
し
、

医
療
機
関
側
に

過
失
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
イ

コ
ー
ル
賠
償
責

任
が
生
じ
る
訳

で
は
な
い
と
説

明
し
た
。

　
「
前
医
批
判
」

が
原
因
で
医
事

紛
争
に
な
っ
た

具
体
的
事
例
な

ど
を
紹
介
。
後

医
の
発
言
は
悪

意
が
な
く
無
意
識
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
患
者
は
前
医
に
不
信

感
を
抱
き
、
責
任
追
及
や
賠
償

請
求
に
つ
な
が
る
。
一
方
で
後

医
に
は
訴
訟
時
の
証
人
や
医
療

過
誤
の
証
明
を
期
待
さ
れ
る
。

医
療
機
関
と
の
係
争
を
考
え
た

患
者
に
と
っ
て
、
後
医
が
協
力

を
拒
め
ば
前
医
の
み
な
ら
ず
後

医
に
も
裏
切
ら
れ
た
と
感
じ
て

し
ま
う
。
患
者
は
個
人
的
な

「
医
師
不
信
」
か
ら
医
療
全
体

に
対
し
て
不
信
感
を
抱
く
こ
と

に
つ
な
が
る
。
協
会
と
し
て
は

こ
う
い
っ
た
事
態
は
避
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。
根
拠
の
な
い
前
医
批
判

は
、
患
者
に
も
有
害
で
あ
り
、

医
事
紛
争
の
き
っ
か
け
と
な

り
、
拡
大
さ
せ
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
認
識
し
て
ほ
し
い
と

述
べ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
非
常
に
よ

く
理
解
で
き
た
」
と
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
た
。
次
回
は
6
月
28

日
に
「
勤
務
医
が
知
っ
て
お
く

べ
き
実
践
的
な
保
険
診
療
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
予
定
。

ウェブ参加者に向け解説

ス
タッフ
の
定
着
目
指
し

雇
用
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
経営対策
セミナー

　
桂
氏
は
「
ス
タ
ッ
フ
の
定

着
」
を
主
眼
に
雇
用
管
理
を
解

説
し
た
。
現
在
の
医
療
機
関
に

お
け
る
人
手
不
足
は
深
刻
で
、

募
集
し
て
も
な
か
な
か
来
て
も

ら
え
な
い
と
の
声
が
多
い
と
述

べ
、
ス
タ
ッ
フ
の
最
大
の
関
心

は
「
休
暇
の
取
り
や
す
さ
」
と

「
労
働
時
間
の
適
正
さ
」
と
強

調
。
年
5
日
の
年
次
有
給
休
暇

の
取
得
義
務
化
、
労
働
時
間
の

適
正
な
把
握
な
ど
、
相
次
ぐ
法

改
正
を
職
員
の
定
着
・
採
用
に

う
ま
く
活
用
す
る
こ
と
が
大
切

と
説
明
し
、
そ
の
事
例
を
紹
介

し
た
。
ス
タ
ッ
フ
を
定
着
さ
せ

る
た
め
に
は
、
安
心
し
て
休
み

を
申
請
・
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
や
時
間
外
労
働
・
休

憩
時
間
の
き
っ
ち
り
と
し
た
把

握
な
ど
職
場
環
境
を
整
え
る
こ

と
が
大
切
だ
と
し
た
。

　
ま
た
、
人
手
不
足
が
深
刻
化

す
る
中
、
看
護
師
な
ど
を
医
療

機
関
に
紹
介
す
る
有
料
職
業
紹

介
サ
ー
ビ
ス
が
過
熱
。
紹
介
手

数
料
を
狙
い
、
医
療
機
関
に
ス

タ
ッ
フ
を
紹
介
し
て
も
短
期
間

で
転
職
を
促
す
な
ど
、
行
き
過

ぎ
た
転
職
勧
奨
を
行
う
業
者
も

い
る
と
注
意
喚
起
し
た
。

　
続
い
て
、
桂
氏
の
こ
れ
ま
で

の
相
談
経
験
か
ら
、
ス
タ
ッ
フ

間
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例
を
紹
介
。

苦
情
を
訴
え
て
い
る
側
、
訴
え

ら
れ
て
い
る
側
双
方
の
対
話

と
、
何
が
き
っ
か
け
で
不
満
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
か
を
探
る

こ
と
が
重
要
と
し
、
解
決
策
の

事
例
の
紹
介
も
交
え
な
が
ら
解

説
し
た
。

22
年
4
月
か
ら
は
、
中
小
企

業
に
お
い
て
も
「
職
場
に
お
け

る
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

措
置
」
の
実
施
が
義
務
化
さ
れ

た
。
こ
れ
を
受
け
、
医
院
規
定

を
設
け
て
パ
ワ
ハ
ラ
は
絶
対
に

認
め
な
い
姿
勢
を
ス
タ
ッ
フ
に

示
す
こ
と
が
重
要
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
随
所
で
保
団
連
発
行

の
冊
子
『
医
院
経
営
と
雇
用
管

理
』
の
内
容
を
紹
介
・
解
説
。

働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
、
無

用
な
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め

に
も
ぜ
ひ
活
用
し
て
ほ
し
い
と

述
べ
た
。

日　時 4月 1日（土）午後 4時～ 7時10分
場　所 TKPガーデンシティ京都タワーホテル 9階「八閣」（ウェブ併用）

（京都市下京区烏丸通七条下ル東塩小路町721-1　☎075-342-1533）

解　説  未定

●講演 1  病態から考えるアトピー性皮膚炎治療
京都大学大学院医学研究科・医学部皮膚科学
炎症性皮膚疾患創薬講座特定准教授皮膚科兼任　中島 沙恵子 氏

●講演 2  かかりつけ医外来診療における発達障害疑い児と
 親への対応のポイント
神尾陽子クリニック　院長　お茶の水女子大学人間発達教育科学研究所　客員教授
一般社団法人発達障害専門センター　代表理事　神尾 陽子 氏

主　　催　京都小児科医会、京都府保険医協会、鳥居薬品株式会社

小児科診療内容向上会
要申込

で
地
域
の
医
療
供
給
が
失
わ
れ

て
し
ま
う
が
、
医
療
法
人
は
地

域
医
療
を
永
続
的
に
安
定
供
給

で
き
る
②
医
療
法
人
と
し
て
資

金
を
集
積
す
る
こ
と
で
経
営
が

安
定
し
、
医
療
の
高
度
化
が
図

れ
る
―
と
い
う
二
つ
の
趣
旨
が

あ
る
と
し
た
。
ま
た
、
医
療
法

人
が
非
営
利
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
言
わ
れ
る
の
は
、
配
当

禁
止
規
定
が
あ
る
た
め
、
利
益

を
配
当
せ
ず
医
療
の
高
度
化
に

回
す
こ
と
に
な
る
と
い
う
意
味

だ
と
説
明
。
配
当
禁
止
の
範
囲

に
は
医
療
法
人
理
事
長
個
人
へ

の
社
宅
の
賃
貸
や
金
銭
の
貸
付

な
ど
も
含
ま
れ
る
の
で
、
注
意

が
必
要
と
し
た
。
そ
の
他
、
資

金
を
増
や
す
目
的
で
、
リ
ス
ク

の
あ
る
投
資
運
用
や
、
本
来
業

務
と
直
接
関
連
し
な
い
物
品
販

売
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
は
認
め
ら

れ
な
い
と
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て

紹
介
し
た
。

　
続
い
て
、
課
税
所
得
3
千
万

円
超
が
医
療
法
人
化
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始
す
べ
き
タ

イ
ミ
ン
グ
だ
と
し
、
医
療
法
人

化
を
意
識
し
た
時
に
は
、
経
済

的
な
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

を
比
較
検
証
し
て
ほ
し
い
と
述

べ
た
。
具
体
的
に
は
「
法
人
税

と
所
得
税
の
税
率
差
や
所
得
の

分
散
で
、
ど
れ
ほ
ど
の
節
税
効

果
が
あ
る
か
」「
院
長
の
自
由

な
お
金
は
少
な
く
な
る
が
、
法

人
化
以
降
の
個
人
の
資
金
繰
り

に
問
題
は
な
い
か
」「
厚
生
年

金
保
険
料
負
担
は
ど
の
く
ら
い

に
な
る
か
」
な
ど
の
経
済
的
な

エ
ビ
デ
ン
ス
を
も
と
に
、「
感

情
的
」
な
部
分
も
含
め
て
最
終

判
断
を
、
と
説
明
し
た
。

　
最
後
に
具
体
的
な
手
続
き
に

つ
い
て
解
説
。
医
療
法
人
の
設

立
に
は
都
道
府
県
に
よ
る
医
療

法
人
格
の
「
認
可
」、
保
健
所

に
よ
る
診
療
所
開
設
の
「
許

可
」、
厚
生
局
か
ら
の
保
険
医

療
機
関
の
「
指
定
」
な
ど
の
各

行
政
手
続
き
や
、
銀
行
や
テ
ナ

ン
ト
家
主
な
ど
と
の
密
な
連
携

が
必
要
と
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
医
療
法
人

か
ら
個
人
開
業
に
戻
る
こ
と
も

で
き
る
か
」
と
質
問
が
あ
り
、

常
田
氏
は
「
法
人
と
し
て
継
続

困
難
な
場
合
は
全
く
不
可
能
で

は
な
い
が
、
例
え
ば
医
師
の
年

齢
や
体
調
の
理
由
で
午
前
診
の

み
、
か
つ
後
継
者
が
い
な
い
場

合
な
ど
と
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
た

め
、
京
都
府
と
個
別
相
談
に
な

る
」
と
説
明
し
た
。

　
協
会
は
、
ひ
ろ
せ
税
理
士
法

人
・
認
定
登
録
医
業
経
営
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
常
田
幸
男
氏
を

講
師
に
、
医
療
法
人
講
習
会
を

2
月
16
日
に
開
催
。
8
医
療
機

関
が
ウ
ェ
ブ
で
参
加
し
た
。

　
常
田
氏
は
医
療
法
人
制
度
に

つ
い
て
説
明
。
①
個
人
開
設
の

医
療
機
関
は
医
師
の
引
退
な
ど

講
師
の
常
田
氏

法人化のメリット・
デメリットを比較検証

単位取得： 日本医師会生涯教育講座カリキュラムコード（申請中）
【講演１】26. 発疹、73. 慢性疾患・複合疾患の管理《各0.5単位》
【講演２】13. 医療と介護および福祉の連携、72. 成長・発達の障害《各0.5単位》

※ 京都小児科医会の会員医療機関は別途案内が届きますので、そちらでお申し込み
下さい。京都小児科医会の会員でない場合は、協会事務局までお申し込み下さい
（会場参加は小児科医会会員が優先です）。

医
院
経
営
と
雇
用
管
理

2
0
2
2
年
11
月
29
日
発
行

発
行
元
　
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

1
5
0
0
円（
送
料
込
）

※
本
紙
第
3
1
3
5
号
（
22
年
12
月
10
日
発
行
）
で
会

員
に
1
冊
お
届
け
済
み
。
追
加
購
入
を
ご
希
望
の
場

合
は
協
会
ま
で
。

2 0 2 3 年 (令和 5年) 3 月 1 0 日 第 3 1 4 1 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月10日･25日発行

「前医批判」の影響を具体的事例で解説

医療法人講習会



　
協
会
は
2
0
2
2
年
12
月
19

日
、
乙
訓
医
師
会
と
の
懇
談
会

を
ウ
ェ
ブ
で
開
催
。
地
区
か
ら

26
人
、
協
会
か
ら
6
人
が
出
席

し
た
。
乙
訓
医
師
会
の
繁
本
俊

哉
理
事
の
司
会
で
開
会
。
下
尾

和
敏
会
長
か
ら
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
協
会
か
ら
「
コ
ロ
ナ
禍
を

踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
の

医
療
制
度
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
」「
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
義
務
化
と

被
保
険
者
証
廃
止
の
動

き
」を
話
題
提
供
し
た
。

22
年
12
月
に
参
議
院

で
可
決
成
立
し
た
改
正

感
染
症
法
に
関
し
て
地

区
か
ら
「
特
定
機
能
病

院
や
地
域
医
療
支
援
病

　
協
会
は
2
月
14
日
、
新
型
コ

ロ
ナ
「
第
7
波
」
以
降
の
留
め

置
き
問
題
に
つ
い
て
高
齢
者
施

設
・
障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
施

設
へ
の
第
2
次
調
査
結
果
を
公

表
し
た
。
第
6
波
の
実
態
調
査

で
は
、
施
設
内
治
療
（
往
診
）

で
入
院
が
で
き
ず
に
亡
く
な
っ

た
方
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
、

京
都
新
聞
で
も
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
、
協
会
は
関
係
団
体
と

と
も
に
京
都
府
に
改
善
要
請
を

数
次
に
わ
た
り
行
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
第
7
波
で
の
施
設
内

死
亡
者
は
第
6
波
を
上
回
り
、

第
8
波
に
お
い
て
も
多
く
の
方

が
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
。

　
第
2
次
調
査
は
、
第
7
波
か

ら
第
8
波
に
か
け
て
（
2
0
2

2
年
6
月
15
日
〜
23
年
1
月
25

日
）
の
留
め
置
き
状
況
を
調
査

す
る
た
め
、
1
月
25
日
に
3
5

1
施
設
に
送
付
し
、
2
月
7
日

ま
で
に
フ
ァ
ク
ス
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
回
収（
回
答
率
36
％
）。

　
利
用
者
が
陽
性
と
な
っ
た
施

設
は
86
％
あ
り
、
そ
の
陽
性
者

の
80
％
が
施
設
内
治
療
と
な
っ

た
。
施
設
内
治
療
を
行
っ
た
1

0
2
施
設
の
う
ち
、「
入
院
が

必
要
と
判
断
し
た
が
で
き
な

か
っ
た
」
が
47
％
に
上
る
。
そ

の
経
緯
は
、「
保
健
所
、
救
急
隊

員
か
ら
『
入
院
す
る
と
こ
ろ
が

な
い
』
と
言
わ
れ
た
」
45
％
、

「
府
の
入
院
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
が
『
入
院
不
可
と
言
っ

て
い
る
』
と
伝
え
ら
れ
た
」
26

％
、「Spo2

の
値
の
み
を
理
由

に
入
院
不
可
と
言
わ
れ
た
」
22

％
な
ど
で
あ
っ
た
（
図
）。

　
入
院
が
で
き
ず
に
亡
く
な
っ

た
人
数
は
29
人
と
判
明
し
た

し
、
定
め
の
な
い
事
項
は
行
政

手
続
法
が
適
用
さ
れ
る
。
指
導

の
詳
細
は
指
導
大
綱
の
定
め
通

り
と
し
、
実
施
上
の
細
か
な
内

容
は
大
臣
裁
量
で
実
施
す
る

が
、
健
康
保
険
法
、
行
政
手
続

法
お
よ
び
指
導
大
綱
の
範
囲
内

で
対
応
す
る
。（
自
主
返
還
の

実
質
的
強
制
を
求
め
る
、
録
音

や
弁
護
士
帯
同
を
拒
否
す
る
な

ど
）
行
政
手
続
法
の
理
解
が
な

い
地
方
厚
生
局
の
職
員
が
い
る

と
伺
っ
た
が
、
懇
切
丁
寧
な
指

導
を
心
が
け
る
旨
、
職
員
研
修

や
指
導
医
療
官
の
事
務
打
ち
合

わ
せ
な
ど
を
通
じ
て
周
知
徹
底

を
図
っ
て
お
り
、
今
後
も
引
き

続
き
取
り
組
む
」と
回
答
し
た
。

　
ま
た
保
団
連
か
ら
、
各
地
方

厚
生
（
支
）
局
や
都
道
府
県
事

務
所
と
の
懇
談
・
要
請
の
引
き

続
き
の
実
施
、
指
導
大
綱
の
見

直
し
の
際
に
意
見
を
述
べ
る
機

会
の
保
障
を
求
め
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
厚
労
省
は

「
懇
談
の
実
施
は
各
厚
生
局
の

判
断
で
行
っ
て
お
り
、
厚
労
省

と
し
て
受
け
よ
と
命
令

す
る
こ
と
は
難
し
く
、

助
言
を
行
う
こ
と
に
な

る
。
基
本
的
に
は
行
政

機
関
で
あ
る
た
め
、
懇

談
申
し
入
れ
が
あ
れ

ば
、
対
応
し
な
い
こ
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。
申

し
入
れ
が
あ
れ
ば
改
善

項
目
が
見
つ
け
ら
れ
る

の
で
、
懇
談
を
通
じ
て

情
報
共
有
し
、
よ
り
良

い
指
導
を
目
指
し
て
い

る
」
と
回
答
し
た
。

　
懇
談
後
、
京
都
協
会

事
務
局
か
ら
、
近
畿
厚
生
局
が

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
お
よ
び

福
井
協
会
か
ら
の
懇
談
要
請
に

応
じ
て
い
な
い
こ
と
を
伝
え
、

懇
談
に
応
じ
る
よ
う
強
く
助
言

し
て
ほ
し
い
と
要
請
し
た
。

　
要
請
で
は
ま
ず
、
保
団
連
が

事
前
提
出
し
た
要
請
書
へ
の
回

答
を
求
め
た
。

　
保
団
連
か
ら
「
個
別
指
導
の

実
施
に
あ
た
り
、
健
康
保
険
法

に
定
め
の
な
い
事
項
は
行
政
手

続
法
が
適
用
さ
れ
る
（
被
指
導

者
の
任
意
の
協
力
に
よ
り
行
わ

れ
る
）」
と
す
る
法
的
な
整
理

に
つ
い
て
、
①
個
別
指
導
の
場

で
そ
の
旨
を
明
確
に
説
明
す
る

こ
と
②
「
医
療
指
導
監
査
業
務

等
実
施
要
領
（
指
導
編
）」
に

そ
の
旨
を
明
記
し
、
取
り
扱
い

の
明
確
化
を
図
る
と
と
も
に
、

各
厚
生
支
局
へ
の
研
修
な
ど
を

通
じ
た
周
知
徹
底
を
求
め
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
厚
労
省
は

「
行
政
手
続
法
よ
り
特
別
法
で

あ
る
健
康
保
険
法
が
優
先
さ
れ

る
。
健
康
保
険
法
に
該
当
す
る

も
の
は
同
法
の
定
め
通
り
と

　
保
団
連
は
2
月
16
日
、
参
議
院
会
館
内
で
指
導
・
監

査
の
改
善
を
求
め
る
厚
生
労
働
省
要
請
を
実
施
し
た
。

厚
労
省
の
出
席
者
は
保
険
局
医
療
課
医
療
指
導
監
査

室
・
久
保
特
別
監
査
官
、
笠
原
・
片
山
監
査
官
、
佐
々

木
係
員
。
保
団
連
か
ら
は
田
辺
歯
科
担
当
副
会
長
、
武

田
医
科
社
保
・
審
査
対
策
部
会
部
長
、
山
崎
理
事
含
む

6
人
の
役
員
が
参
加
し
た
。
紹
介
議
員
・
田
村
智
子
参

院
議
員
（
日
本
共
産
党
）
の
秘
書
、
京
都
協
会
か
ら
事

務
局
が
参
加
し
た
。

院
で
は
都
道
府
県
と
の
協
定
締

結
が
義
務
付
け
ら
れ
、
そ
れ
以

外
の
民
間
医
療
機
関
で
は
協
議

に
応
じ
る
義
務
が
あ
る
。
協
定

に
違
反
し
た
場
合
は
医
療
機
関

名
の
公
表
な
ど
の
罰
則
規
定
が

団
体
な
ど
に
任
せ
る
べ
き
だ
」

と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
協
会
は
「
今
の
状
況
で
4
月

か
ら
の
義
務
化
は
無
理
だ
。
デ

ジ
タ
ル
化
を
国
策
と
し
て
実
施

す
る
な
ら
ば
、
補
助
金
な
ど
で

手
厚
く
支
援
す
べ
き
。
協
会
は

Ｉ
Ｔ
化
自
体
に
反
対
し
て
い
る

の
で
は
な
く
、
義
務
化
に
反
対

し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
そ
の

他
に
も
、
現
在
協
会
で
取
り
組

ん
で
い
る
健
康
保
険
証
廃
止
撤

回
を
求
め
る
署
名
活
動
を
紹
介

し
、
さ
ら
な
る
協
力
を
求
め

た
。
最
後
に
、
各
部
会
か
ら
情

報
提
供
し
、
懇
談
会
を
終
了
し

た
。

出
席
者
32
人
で
開
催
さ

れ
た
乙
訓
医
師
会
と
の

懇
談

協
定
義
務
化
の
医
療
機
関
を
強
制
す
る
改
正
感
染
症
法
に
懸
念
の
声

協
定
義
務
化
の
医
療
機
関
を
強
制
す
る
改
正
感
染
症
法
に
懸
念
の
声

乙
訓
医
師
会
と
懇
談

1212
月月
1919
日
　
ウ
ェ
ブ
会
議

日
　
ウ
ェ
ブ
会
議

個別指導における
行政手続法の適用を確認

設
け
ら
れ
て
い
る
。
協
定
の
内

容
に
関
し
て
、
協
会
か
ら
も
意

見
を
発
信
し
て
ほ
し
い
」
と
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
協
会
か
ら
は
「
全
国
で
約
1

5
0
0
の
病
院
と
協
定
締
結
す

る
と
し
て
お
り
、
各
病
院
が
ど

れ
だ
け
の
患
者
を
受
け
入
れ
ら

れ
る
か
分
か
ら
な
い
。
国
が
対

策
や
補
償
も
せ
ず
に
、
医
療
機

関
名
を
公
表
す
る
こ
と
は
許
し

が
た
い
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
想

定
し
た
対
策
こ
そ
が
求
め
ら
れ

て
い
る
」
と
述
べ
た
。

23
年
4
月
か
ら
原
則
義
務
化

さ
れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

に
関
し
て
地
区
か
ら
「
デ
ジ
タ

ル
化
は
確
か
に
便
利
で
あ
り
、

我
々
の
社
会
生
活
を
楽
に
す
る

技
術
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
申

請
手
続
き
や
導
入
が
非
常
に
大

変
だ
。
コ
ロ
ナ
患
者
へ
の
対

応
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
日
常

診
療
だ
け
で
も
手
一
杯
。
導
入

に
あ
た
っ
て
は
、
開
業
医
の
立

場
を
し
っ
か
り
理
解
し
て
い
る

厚
労
省
へ
要
請
書
を
手
渡
す

保
団
連
役
員

　
保
団
連
は
2
月
24
日
、
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
原
則
義
務

化
に
伴
う
被
保
険
者
証
の
廃
止

問
題
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省

か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
。

概
要
は
全
国
保
険
医
新
聞
3
月

5
日
号
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
こ
の
レ
ク
チ
ャ
ー
の
中
で
、

オ
ン
資
確
認
の
経
過
措
置
の
届

出
に
つ
い
て
も
質
疑
し
た
。

　
経
過
措
置
に
係
る
猶
予
届
出

書
の
提
出
は
原
則
「
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
・
医
療
情
報
化
支

援
基
金
関
係
　
医
療
機
関
等
向

け
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
の
届
出

フ
ォ
ー
ム
よ
り
提
出
す
る
。

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
の
届
出
・

資
料
の
添
付
が
困
難
な
場
合

は
、
郵
送
が
可
能
。
届
出
先
は

「
〒
1
0
5
―
0
0
0
4
　
東

京
都
港
区
新
橋
2
丁
目
1
番
3

号
　
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払

基
金
　
医
療
情
報
化
支
援
助
成

課
」
宛
、
封
筒
の
表
面
に
は
赤

字
で
「
猶
予
届
出
書
在
中
」
と

記
載
す
る
。

　
質
疑
で
は
、
京
都
協
会
事
務

局
よ
り
①
「
⑸
廃
止
・
休
止
」

か
「
⑹
そ
の
他
特
に
困
難
な
事

情
」
で
届
け
出
る
か
を
迷
っ
て

い
る
医
療
機
関
が
あ
り
、
二
つ

の
理
由
で
届
出
で
き
る
か
②
⑹

で
届
出
し
た
が
不
受
理
だ
っ
た

場
合
、
3
月
31
日
を
経
過
し
て

い
て
も
、
⑸
で
届
出
直
し
が
で

き
る
か
③
結
果
は
メ
ー
ル
連
絡

と
い
う
が
見
落
と
す
可
能
性
が

あ
り
、
電
話
や
郵
送
で
伝
え
て

も
ら
え
な
い
か
―
の
3
点
を
質

問
し
た
。

　
厚
労
省
は
①
一
つ
の
理
由
で

し
か
届
出
で
き
な
い
②
個
別
対

応
に
な
る
が
、
期
間
を
延
ば
し

て
対
応
し
た
い
③
郵
送
申
請
の

場
合
は
郵
送
で
通
知
す
る
予

定
。
到
着
の
有
無
を
確
認
す
る

電
話
を
入
れ
る
こ
と
も
検
討
し

た
い
―
と
回
答
し
た
。

　
ま
た
、「
⑴
シ
ス
テ
ム
整
備

が
未
完
了
」
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
の
契
約
が

著
し
く
遅
れ
、
契
約
書
の
添
付

が
で
き
な
い
問
題
に
つ
い
て
、

厚
労
省
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
場
合
は

「
申
込
確
認
書
」
で
良
い
と
回

答
し
た
。

　
い
ず
れ
も
口
頭
回
答
の
た

め
、
届
出
の
結
果
が
メ
ー
ル
、

郵
送
、
電
話
な
ど
で
届
か
な
い

場
合
は
、
近
畿
厚
生
局
京
都
事

務
所
に
ご
確
認
い
た
だ
き
た

い
。
ま
ず
は
、
経
過
措
置
に
該

当
す
る
医
療
機
関
は
速
や
か
に

届
出
を
お
願
い
し
た
い
。

保団連　厚労省に要請

「
入
院
必
要
も
で
き
ず
」が
47
％

留
め
置
き
第
2
次
調
査
結
果
を
公
表
新型コロナ

地区医師会との懇談会
3月・4月開催予定

2022
年度

綴 喜 3 月11日（土） 午後 2 時30分～

山 科 3 月23日（木） 午後 2 時～

舞 鶴 4 月 8 日（土） 午後 2 時30分～

が
、
府
発
表
に
よ
る
と
第
7
波

（
22
年
6
月
15
日
〜
11
月
30
日
）

だ
け
で
92
人
が
施
設
で
亡
く

な
っ
て
お
り
、
未
回
答
施
設
に

多
く
の
死
亡
事
例
が
あ
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　
重
要
な
の
は
、
府
の
入
院
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
入
院
不
可
と
言
っ
て
い
る
」

と
伝
え
ら
れ
た
施
設
が
施
設
内

治
療
を
行
っ
た
施
設
の
4
分
の

1
に
上
る
こ
と
だ
。
府
は
「
必

要
な
方
は
す
べ
て
入
院
で
き
て

い
る
」
と
し
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
が
入
院
の
可
否
を
判

断
し
て
い
る
こ
と
を
否
定
し
て

い
る
が
、
現
場
は
可
否
判
断
が

行
わ
れ
て
い
る
と
受
け
止
め
て

い
る
。
府
に
は
、
こ
れ
ま
で
の

検
証
と
総
括
、
改
善
策
を
打
ち

出
す
こ
と
を
早
急
に
求
め
て
い

き
た
い
。

オ
ン
資
経
過
措
置
の
届
出

保
険
証
廃
止
問
題
で
質
疑

保団連

DNRを希望していないことを理由に入院不可と言われた

DNRを希望していることを理由に入院不可と言われた

府の入院コントロールセンターが
「入院不可と言っている」と伝えられた

保健所、救急隊員から「入院するところがない」と言われた

0 25 50

45%45%
26%
22%

6%
Spo2の値のみを理由に入院不可と言われた

0%

図　 現場は入院が必要と判断したにもかかわら
ず、入院できなかった過程（複数回答）
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二
類
感
染
症
患
者
入
院
診
療
加
算
の

請
求
コ
ー
ド
に
つ
い
て

救命救急対策救命救急対策にに救急蘇生モデル救急蘇生モデルののご活用ご活用をを
対　　象：京都府保険医協会会員
原則として取りに来ていただける方

期　　間：10日間
希望多数の場合、早めにご返却いただくことがあります

貸出モデル：CPR対応訓練用モデル（除細動器の貸出可）
申　　込：京都府保険医協会事務局まで

貸
　
出
　
要
　
領

貸出料：無料

ＣＰＲ対応訓練用モデル

Ｑ
、
3
月
1
日
か
ら
二
類
感

染
症
患
者
入
院
診
療
加
算
（
外

来
診
療
・
診
療
報
酬
上
臨
時
的

取
扱
い
）
2
5
0
点
が
1
4
7

点
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
が
、
請

求
コ
ー
ド
は
変
わ
り
ま
す
か
。

Ａ
、
変
わ
り
ま
せ
ん
。
変
更

は
点
数
の
み
で
す
。
医
療
行
為

名
称
、
請
求
コ
ー
ド
、
算
定
要

件
な
ど
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
3
月
31
日
ま
で
1
4
7

点
で
算
定
で
き
ま
す
。

　
民
主
主
義
と
か
民
主
的
と
か
、

よ
く
言
う
け
れ
ど
、
そ
れ
っ
て
ど

う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
？
　
多
数

決
が
民
主
主
義
？
　
そ
ん
な
話

じ
ゃ
な
い
よ
ね
。
実
は
け
っ
こ

う
、あ
や
ふ
や
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
民
主
主
義
の
字
義
通
り
の
意
味

は
、
人
民
が
主
権
者
。
つ
ま
り
決

定
権
を
持
つ
主
人
公
は
人
民
で

あ
っ
て
、
君
主
や
独
裁
者
や
特
権

階
級
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　
こ
こ
で
は
政
治
の
シ
ス
テ
ム
や

法
制
度
は
い
っ
た
ん
横
に
置
き
、

い
ろ
い
ろ
な
組
織
・
団
体
の
運
営

を
念
頭
に
、
民
主
的
と
言
え
る
条

件
は
何
か
を
考
え
て
み
よ
う
。

　〈
1
〉
特
定
の
人
や
グ
ル
ー
プ

が
権
限
を
握
る
の
で
は
な
く
、
全

員
が
決
定
に
参
加
で
き
る
。

　〈
2
〉
メ
ン
バ
ー
の
発
言
権
・

決
定
権
が
平
等
で
あ
る
。

　〈
3
〉
結
論
を
決
め
る
前
に
話

し
合
い
が
十
分
に
行
わ
れ
る
。

　〈
4
〉
多
数
決
で
決
め
た
場
合

で
も
、
少
数
意
見
の
人
を
尊
重

し
、
否
定
・
排
除
し
な
い
。

　〈
5
〉
多
数
決
で
決
め
て
は
い

け
な
い
こ
と
が
あ
る
。
基
本
的
人

権
、
メ
ン
バ
ー
と
し
て
の
基
本
的

な
権
利
は
、
よ
ほ
ど
の
理
由
が
な

い
と
制
限
で
き
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
中
で
最
も
大
切
な
の

は
、
話
し
合
い
の
プ
ロ
セ
ス
だ
。

ル
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
実
質
的
に

ど
う
か
も
問
わ
れ
る
。
特
定
の
人

の
発
言
力
が
大
き
い
、
発
言
す
る

こ
と
で
不
利
益
を
受
け
た
り
関
係

が
悪
化
し
た
り
す
る
。
そ
れ
で
は

も
ち
ろ
ん
ダ
メ
だ
。

　
▽
執
行
部
は
提
案
の
内
容
と
理

由
を
き
ち
ん
と
説
明
す
る
▽
議
題

や
提
案
を
含
め
、
メ
ン
バ
ー
が
自

由
に
意
見
表
明
で
き
る
▽
執
行
部

以
外
の
提
案
や
意
見
も
、
そ
の
内

容
が
他
の
メ
ン
バ
ー
に
共
有
さ
れ

る
▽
他
の
人
の
意
見
に
耳
を
傾
け

る
―
―
な
ど
が
重
要
だ
ろ
う
。

　
な
る
べ
く
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が

多
様
な
提
案
や
意
見
を
出
し
、
意

見
交
換
す
る
こ
と
で
、
よ
り
良
い

結
論
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
説
明
す
る
う
ち
に
自
分
の
考
え

が
整
理
さ
れ
た
り
、
ア
イ
デ
ア
が

浮
か
ん
だ
り
す
る
。
他
の
人
の
話

を
聴
い
て
気
づ
く
こ
と
が
あ
る
。

　
対
話
、
意
見
交
換
は
知
恵
や
創

造
性
の
源
泉
に
な
る
。

　
た
だ
し
、
組
織
の
規
模
や
参
加

メ
ン
バ
ー
の
人
数
が
大
き
い
と
、

時
間
や
場
所
の
制
約
か
ら
、
十
分

な
討
議
が
で
き
な
く
な
る
。

　
そ
こ
で
代
議
制
、
つ
ま
り
一
定

数
の
代
表
者
を
選
び
、
代
表
者
の

中
で
話
し
合
う
方
法
（
間
接
民
主

制
）
が
し
ば
し
ば
採
用
さ
れ
る
。

　
こ
れ
は
議
論
を
深
め
る
に
は
い

い
が
、
い
く
つ
か
課
題
が
あ
る
。

　
組
織
の
運
営
状
況
、
課
題
や
議

論
の
状
況
が
、
一
般
の
メ
ン
バ
ー

に
と
っ
て
見
え
に
く
く
な
る
。
そ

れ
で
は
参
加
感
を
持
ち
に
く
く
、

活
力
が
低
下
す
る
。

　
ま
た
、
代
議
員
会
で
上
の
レ
ベ

ル
の
代
議
員
を
選
ぶ
「
多
段
階
の

間
接
民
主
制
」
だ
と
、
少
数
意
見

は
上
の
段
階
ほ
ど
レ
ア
に
な
り
、

討
議
に
反
映
さ
れ
な
く
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
弱
点
を
補
う
に
は
、

議
題
、
議
決
事
項
、
主
な
議
論
を

可
能
な
範
囲
で
メ
ン
バ
ー
全
員
に

伝
え
る
と
と
も
に
、
メ
ン
バ
ー
な

ら
誰
で
も
参
加
で
き
る
意
見
交
換

の
場
を
設
け
る
と
よ
い
。
メ
ー

ル
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

な
ど
通
信
手
段
の
発
達
で
、
こ
れ

ら
は
や
り
や
す
く
な
っ
た
。

　
議
決
機
関
と
執
行
機
関
が
実
質

的
に
一
体
化
し
が
ち
な
傾
向
、
運

営
状
況
を
点
検
す
る
監
事
な
ど
の

独
立
性
の
不
足
、
内
部
ル
ー
ル
の

解
釈
や
判
定
を
行
う
司
法
的
機
能

の
不
備
と
い
っ
た
課
題
も
あ
る
。

　
組
織
が
大
き
く
な
れ
ば
外
部
か

ら
の
視
点
も
必
要
だ
ろ
う
。

　
ど
う
す
れ
ば
よ
り
民
主
的
か
、

ま
だ
ま
だ
開
発
途
上
で
あ
る
。

（
80
歳
代
前
半
女
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
患
者
は
、
本
件
医
療
機
関
の

介
護
療
養
病
床
に
入
院
中
で

あ
っ
た
。
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
、
慢
性

心
不
全
、
偽
痛
風

後
無
水
晶
体
症
、

変
形
性
膝
関
節
症

の
既
往
が
あ
り
、

要
介
護
度
5
だ
っ
た
。
患
者
が

排
尿
便
の
介
護
を
求
め
た
た
め

介
護
士
は
訪
室
し
、
ポ
ー
タ
ブ

ル
ト
イ
レ
を
ベ
ッ
ド
か
ら
少
し

離
れ
た
所
に
置
い
た
。
介
護
士

は
、
患
者
の
片
足
を
ト
イ
レ
側

に
開
き
、
患
者
を
ポ
ー
タ
ブ
ル

ト
イ
レ
に
移
動
さ
せ
る
べ
く
患

者
を
抱
え
上
げ
て
反
転
さ
せ
よ

応
し
て
い
た
。

　
患
者
側
は
、
他
医
療
機
関
の

入
院
費
用
な
ど
を
請
求
し
て
き

た
。

　
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
患

者
は
立
ち
上
が
れ
ば
誘
導
し
な

が
ら
も
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
へ

の
移
動
が
可
能
で
あ
り
、
介
護

士
は
患
者
の
身
体
的
状
況
を
認

識
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
抱
き
上
げ
て
無
理
に
反
転

さ
せ
よ
う
と
し
て
体
の
バ
ラ
ン

ス
を
崩
し
た
結
果
、
転
落
さ
せ

た
こ
と
、
ま
た
ト
イ
レ
を
ベ
ッ

ド
の
間
近
に
設
置
し
な
か
っ
た

こ
と
は
過
誤
で
あ
る
と
認
め

た
。
な
お
、
介
護
士
に
よ
る

と
、
事
故
当
日
の
患
者
の
状
態

は
移
動
す
る
際
に
ふ
ら
つ
き
が

大
き
く
、
身
体
を
反
転
さ
せ
に

う
と
し
た
と
こ
ろ
、
患
者
を

ベ
ッ
ド
の
下
に
転
落
さ
せ
た
。

事
故
直
後
、
医
師
が
診
察
を
し

た
結
果
、
左
手
背
、
左
肘
擦
過

傷
、
裂
症
を
認
め
た
た
め
処
置

を
施
し
た
。
ま
た
左
大
腿
骨
骨

折
も
疑
い
、
他
医
療
機
関
に
救

急
車
で
搬
送
し
た
と
こ
ろ
、
左

大
腿
骨
骨
折
が
確
認
さ
れ
た
た

め
入
院
と
な
っ
た
。
患
者
が
入

院
し
て
い
た
病
棟
で
は
、
事
故

当
時
、
患
者
22
人
に
対
し
て
看

護
師
1
人
と
介
護
士
1
人
で
対

患
者
移
動
は
、

　
　
　
状
況
に
応
じ
た
対
応
を

医
師
医
師
がが
選
ん
だ

選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
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民
主
的
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か

く
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

1
年
3
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
介
護
士
は
1
人
で
患
者
を
抱

き
か
か
え
て
い
た
が
、
こ
れ
は

通
常
の
患
者
移
動
の
手
続
き
と

異
な
っ
て
お
り
、

一
部
過
誤
と
判
断

さ
れ
た
。
ま
た
、

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ

レ
が
通
常
よ
り
遠

い
位
置
に
設
置
し

て
い
た
こ
と
を
医
療
機
関
側
は

過
誤
と
評
価
し
た
よ
う
だ
が
、

ベ
ッ
ド
の
間
近
で
な
く
と
も
傍

に
は
あ
り
、
そ
の
判
断
は
疑
問

で
あ
る
。

〈
結
果
〉

　
医
療
機
関
側
は
全
面
的
で
は

な
く
一
部
過
誤
を
認
め
、
賠
償

金
を
支
払
い
示
談
し
た
。

金
融
共
済
委
員
会

（
2
／
22
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
審
査
7
件
、
加
入
審
査

3
件
を
審
査
し
可
決
し
ま
し
た
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
今
回
は
案
件
な
し
。
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原　昌平  （ジャーナリスト）
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植物園で春爛漫の花々を愛でる
　春爛漫の京都府立植物園を訪ねます。ガイドさんの案内で植物生態園の日本
固有種や四季彩の丘に咲く園芸種などを鑑賞、午後のひとときを過ごします。
（雨天は温室にて植物鑑賞）

日　時   4 月15日 （ 土） 午後 2 時30分 ～ 3 時30分頃
   　　 （雨天決行）
集　合 京都府立植物園北山門前
 　 （地下鉄北山駅3番出口すぐ）
参加費  1,000円（入場料含む）
定　員 先着 10人

※状況によっては中止の可能性がありますので、ご了承下さい。

文化講習会

妙なる弦楽三重奏の響き
　モーツァルトの弦楽三重奏曲をはじめ、チェロ単独で
演奏されるバッハの無伴奏チェロ組曲なども交えて弦楽
器の響きを味わいます。

日　時   4 月22日 （ 土） 午後 5 時30分 ～ 6 時30分
    （開場 5 時15分）
場　所 ホテルグランヴィア京都3階「今昔の間」

（JR京都駅直結　☎ 075-344-8888）

参加費  会員 2,000円　 家族・従業員 3,000円
定　員 先着 20人
＜演奏＞ ＜曲目＞
ヴァイオリン：永ノ尾 文江 モーツァルト　弦楽三重奏曲より
ヴ ィ オ ラ：後藤 彩子 バッハ　　無伴奏チェロ組曲より他
チ　ェ　ロ：福留 祥子
※新型コロナウイルスの感染防止の観点から飲食はありません。
　状況によっては中止の可能性がありますのでご了承下さい。

サロンコンサート

要申込

お申込は
こちらから

お申込は
こちらから

要申込



　
長
年
、
高
血
圧
な
ど
で
通
院
さ

れ
て
い
た
Ｈ
さ
ん
が
、
突
然
の
胸

痛
発
作
で
救
急
搬
送
さ
れ
た
の
は

2
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
80
歳
代

半
ば
の
Ｈ
さ
ん
は
胸
部
大
動
脈
瘤

の
手
術
を
受
け
て
命
を
長
ら
え
ら

れ
た
。

　
そ
の
入
院
中
に
冠
動
脈
狭
窄
も

見
つ
か
り
、
冠
動
脈
血
管
内
治
療

を
受
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
を
経
て
退
院
と
な
っ

た
。
早
速
、
か
か
り
つ
け
医
と
し

て
、
在
宅
療
養
が
で
き
る
態
勢
を

整
え
た
。

　
訪
問
看
護
と
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
を

利
用
し
な
が
ら
、
月
に
一
度
は
訪

問
診
療
を
す
る
こ
と
に
し
た
。
入

院
前
の
よ
う
に
は
回
復
し
な
い
だ

ろ
う
が
、
せ
め
て
歩
行
器
で
歩
け

る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
し

た
。そ

ん
な
Ｈ
さ
ん
だ
が
、い
つ
訪
れ

て
も
ベ
ッ
ド
で
横
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
Ｈ
さ
ん
、
ま
た
ベ
ッ
ド
で
横

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
」

　
「
こ
の
方
が
楽
な
の
で
す
」

　
「
で
も
、
い
つ
ま
で
も
横
に

な
っ
て
い
て
は
だ
め
で
す
よ
。
と

に
か
く
、足
を
動
か
し
て
下
さ
い
」

　
ベ
ッ
ド
の
上
で
は
下
肢
は
動

く
、
関
節
が
拘
縮
し
て
い
る
わ
け

で
も
な
い
。

　
「
Ｈ
さ
ん
、
も
う
そ
ろ
そ
ろ
座

り
ま
せ
ん
か
」

　
「
う
う
ん
」

　
「
大
き
な
手
術
を
受
け
て
、
身

体
は
元
に
戻
っ
た
の
だ
か
ら
、
元

の
よ
う
に
歩
き
た
い
で
し
ょ
」

　
「
そ
ら
そ
う
や
け
ど
」

　
「
身
体
を
支
え
ま
す
か
ら
、

ベ
ッ
ド
か
ら
足
を
下
ろ
し
て
」

　
身
体
を
支
え
て
、
ベ
ッ
ド
に
端

座
位
に
す
る
。
Ｈ
さ
ん
も
自
分
で

起
き
て
座
る
の
だ
が
、
1
分
も
し

な
い
う
ち
に
横
に
な
ろ
う
と
す

る
。

　
「
も
う
寝
か
せ
て
く
れ
」

　
「
せ
っ
か
く
、
座
っ
た
の
だ
か

ら
、も
う
少
し
頑
張
り
ま
せ
ん
か
」

　
「
も
う
だ
め
や
」

　
「
で
も
、
も
う
一
度
歩
き
た
い

で
し
ょ
う
。
ま
ず
座
れ
な
け
れ
ば

歩
け
ま
せ
ん
よ
」

　
娘
さ
ん
も
介
護
に
熱
心
で
あ
る
。

　
「
お
父
ち
ゃ
ん
。
ど
こ
も
悪
く

な
い
ん
や
か
ら
、
起
き
て
や
」

　
介
護
用
ベ
ッ
ド
に
端
座
位
に
は

な
る
も
の
の
、
す
ぐ
に
横
に
な
っ

て
し
ま
う
。

　
大
動
脈
瘤
と
冠
動
脈
の
治
療
が

済
ん
で
い
る
。
心
電
図
や
血
液
検

査
で
は
お
か
し
い
と
こ
ろ
は
な

い
。
ベ
ッ
ド
の
上
で
は
下
肢
も
動

か
し
て
い
る
。
少
し
手
助
け
が
必

要
だ
が
、
一
人
で
寝
返
り
も
す
る

し
、
身
体
を
起
こ
す
だ
け
の
筋
力

も
あ
る
。

　
入
院
前
に
は
伝
い
歩
き
な
が

ら
、
自
力
で
ト
イ
レ
に
も
行
っ
て

お
ら
れ
た
。
自
宅
の
浴
室
や
ト
イ

レ
も
改
修
が
済
ん
で
い
る
。
廊
下

に
は
立
派
な
歩
行
器
も
置
か
れ
て

い
る
。
い
つ
で
も
利
用
で
き
る
よ

う
に
と
万
全
の
態
勢
で
あ
る
。
当

然
、
リ
ハ
ビ
リ
を
す
れ
ば
、
再
び

手
術
前
ま
で
に
は
戻
る
も
の
と
考

え
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
訪
問
診
療
の
繰
り

返
し
で
、
退
院
か
ら
半
年
が
過
ぎ

て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
循
環
器
内

科
の
定
期
受
診
が
予
約
さ
れ
て
い

る
時
期
と
な
っ
た
。

　
「
来
週
は
病
院
で
定
期
検
査
で

す
ね
」

　
「
病
院
に
行
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
か
」

　
「
で
も
、
心
臓
や
大
動
脈
が
順

調
な
の
か
診
て
も
ら
っ
た
方
が
安

心
で
し
ょ
」

　
「
も
う
、
こ
の
ま
ま
、
こ
こ
に

居
り
た
い
の
で
す
が
」

　
と
て
も
長
時
間
座
っ
て
い
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
、
自
家
用
車

で
病
院
に
連
れ
て
い
く
こ
と
は
難

し
い
。
横
に
な
っ
た
ま
ま
の
状
態

で
受
診
で
き
る
よ
う
に
と
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
介
護
タ
ク
シ
ー
の

手
配
を
し
て
く
れ
た
。

　
循
環
器
内
科
で
胸
部
Ｃ
Ｔ
検
査

を
受
け
た
の
だ
が
、
胸
部
大
動
脈

瘤
の
手
術
後
や
冠
動
脈
血
管
内
治

療
後
の
状
態
に
は
問
題
は
見
つ
か

ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の

Ｃ
Ｔ
検
査
で
た
ま
た
ま
胸
部
脊
柱

管
内
に
腫
瘍
が
見
つ
か
っ
た
の
で

あ
る
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
で
確
か
め
た

と
こ
ろ
第
12
胸
椎
の
髄
外
腫
瘍
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
な
か
な
か
在
宅
で
は
十
分
な
評

価
が
で
き
な
い
と
は
い
え
、
想
像

も
し
な
か
っ
た
結
果
で
あ
っ
た
。

筋
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

Ｈ
さ
ん
が
す
ぐ
に
横
に
な
り
た
が

る
原
因
は
こ
れ
で
あ
っ
た
。
胸
部

大
動
脈
瘤
や
冠
動
脈
疾
患
は
治
療

が
終
了
し
て
い
て
、
そ
れ
以
外
に

異
常
は
な
い
と
思
い
込
ん
で
い
た

の
で
あ
る
。

　
人
は
自
分
の
見
た
い
も
の
し
か

見
え
て
い
な
い
の
だ
そ
う
で
あ

る
。
認
知
バ
イ
ア
ス
と
い
う
ら
し

い
が
、
一
度
思
い
込
ん
で
し
ま
っ

て
間
違
っ
た
捉
え
方
を
す
る
と
判

断
を
誤
っ
て
し
ま
う
。
リ
ハ
ビ
リ

を
怠
け
て
い
る
と
ば
か
り
思
っ
て

い
た
Ｈ
さ
ん
だ
が
、
リ
ハ
ビ
リ
が

進
ま
な
い
の
に
は
、
そ
れ
な
り
の

理
由
が
あ
っ
た
。
Ｈ
さ
ん
に
リ
ハ

ビ
リ
を
強
要
し
た
こ
と
を
反
省
し

て
い
る
次
第
で
あ
る
。

歩
　
行
　
訓
　
練

飯田 泰啓（相楽）

22診診診
察
室 話話話話話話話話話話話話話話話話話話話よよよよよよよよよよよよよよよよよよよももももよよよもよよよよよよもよよよよもよよもよもももももよよよよよよよよよよももももややややややややややややややややややままままやややまややややまやまままやややまややややややまやややまままややややややややややややややややややややま

第 20 回

仁
丹
良
弘
氏
（
享
年
89
、
船

井
）
1
月
31
日
ご
逝
去
。

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

訃
　
報

京都府保険医協会 代議員・予備代議員地区別定数一覧
会員数は2023年 2 月 1 日現在

地　区 会員数 代議員
定数

予備代議員
定数

北 75 3 3
上京東部 57 2 2
西　　陣 97 4 4
中京東部 73 3 3
中京西部 111 4 4
下京東部 71 3 3
下京西部 132 5 5
左　　京 183 7 7
右　　京 152 6 6
西　　京 110 4 4
東　　山 46 2 2
山　　科 97 4 4

地　区 会員数 代議員
定数

予備代議員
定数

伏　　見 211 8 8
乙　　訓 115 4 4
宇治久世 177 6 6
綴　　喜 82 3 3
相　　楽 72 3 3
亀　　岡 58 2 2
船　　井 33 2 2
綾　　部 20 1 1
福 知 山 60 2 2
舞　　鶴 51 2 2
与　　謝 31 2 2
北　　丹 24 1 1

総　計 2,138 83 83

京都市が75歳以上の負担軽減
インフル予防接種要望で改善

　
京
都
市
が
高
齢
者
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
負
担
軽
減

を
行
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
2

0
2
3
年
度
の
予
算
案
に
よ
る

と
、
75
歳
以
上
は
、
現
行
1
5

0
0
円
を
1
0
0
0
円
に
軽
減

す
る
。

　
京
都
市
は
22
年
度
の
改
定

で
、
そ
れ
ま
で
所
得
区
分
に
応

じ
て
0
円
か
ら
2
0
0
0
円
に

区
分
し
て
い
た
も
の
を
生
活
保

護
・
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
給

付
受
給
者
の
み
無
料
の
ま
ま
と

し
て
、
1
5
0
0
円
に
統
一
し

た
。
こ
れ
ま
で
無
料
だ
っ
た
市

民
税
非
課
税
者
も
1
5
0
0
円

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
協
会
は
22
年
10
月
の
実
施

を
前
に
9
月
30
日
、
京
都
市
に

対
し
「
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
料
に
お
け
る

非
課
税
世
帯
の
負
担
増
中
止

を
」
要
請
し
、
京
都
府
に
も
そ

の
支
援
を
行
う
よ
う
要
請
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

の
同
時
流
行
も
懸
念
さ
れ
て
い

る
状
況
で
、
地
域
、
社
会
の
安

定
の
た
め
に
大
阪
府
・
市
の
よ

う
に
無
料
実
施
を
こ
そ
検
討
す

●2023年度の改定

が
約
5
倍
も
高
く
な
っ
て
い
る

75
歳
以
上
の
自
己
負
担
額
を
軽

減
す
る
な
ど
し
て
接
種
率
の
向

上
を
図
り
、
高
齢
者
の
命
と
健

康
を
守
る
取
り
組
み
を
よ
り
強

化
す
る
と
説
明
。
協
会
は
さ
ら

な
る
負
担
軽
減
の
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

●2022年度の改定

https://healthnet.jphttps://healthnet.jp

協会ホームページのご活用を

過去の連載は
こちらからも
ご覧いただけます！

　政府は2022年10月から「75歳
以上の医療費窓口負担２割化」を
実施し、さらなる医療・介護の改
悪も狙っています。長引くコロナ
禍、物価高騰、年金引き下げな
どのもとで、高齢者をはじめとす
る全世代の暮らしは厳しい状況
に置かれています。国民を医療・
介護から遠ざけるさらなる負担増を許さないためにも署名への協力をお願いします。
　請願署名は前号に同封。返信封筒で５月初旬までに協会にご返送下さい。

　保険証廃止の撤回署名が２千筆
を超えて集まっています。３月23日に厚労省に提出し
ます。３月初旬までに協会宛FAXでご返送下さい。

負担増ストップ！負担増ストップ！ 緊急署名協力のお願い

保険証廃止の撤回 ３月初旬まで
に集約を

2 0 2 3 年 (令和 5年) 3 月 1 0 日第 3 1 4 1 号 京 都 保 険 医 新 聞 (6)毎月10日･25日発行

べ
き
と
要
望
し
て
い
た
。

　
今
回
、
要
望
の
一
部
で
は
あ
る
が
、
改
善
が
実
現
し
た
。
市

は
65
〜
74
歳
に
比
べ
重
症
化
率

新型コロナウイルス
感染症に係る診療報
酬の臨時的取扱い
早見表（入院外）

本紙に同封していますので、ご活用下さい。

最新情報を最新情報を
お届けお届け



全力全力
サポートサポート!

京都府保険医協会に
ご入会・ご活用下さい
保険医協会の多彩な活動の一部をご紹介します。

ドクタードクターをを

Ⓒもへろん Ⓒもへろん

会員 5,500円
〇 京大、府立医大の勤務医は4,500円。
〇 新規入会の際には、入会資料として、
診療報酬点数表、税務対応資料などの
協会各種出版物を進呈。

なし入会金

京都府保険医協会は国民医療・社会保障の充実、保険医の生活と権利を守ることを
目的とした保険医の自主的な団体として1949年６月に設立されました。
京都府内の開業医と京都府内の医療機関に勤務する勤務医・研修医が会員です。

TEL  075-212-8877 FAX  075-212-0707
E-mail  info@hokeni.jp https://healthnet.jp

京都府保険医協会お問い合わせ

月会費

保険講習会Ａ（偶数月開催）
①保険診療の基礎知識
②レセプト審査対策
４月20日、６月15日、８月17日 14時～16時 予定

保険講習会Ｂ（奇数月開催）
①医療法立入検査対策
②新規個別指導対策
３月29日、５月17日、７月27日 14時～16時 予定

保険講習会Ｃ（原則３カ月に1回開催）
在宅医療点数の基礎知識
―在宅医療を始める前に―
６月29日、９月21日 14時～16時 予定

保険講習会Ｄ（原則３カ月に1回開催）
①診療所で起きる医事紛争初期対応
②労災補償保険、自賠責保険の基礎知識
４月26日、７月20日 14時～16時 予定

　主に新規開業前後の医師・医療機関従業員を対象とした講習
会を開催しています。保険診療を行っていく上で基本となる項
目を取り揃えています。保険医協会オリジナルの資料も用意
し、少人数でわかりやすく解説します。Webでの参加もでき
ます。参加費は無料です。ホームペー
ジ等から事前にお申込み下さい。
　オンデマンド視聴もできます（会
員専用サイト）。

医療機関・患者ともに安心・安全な
医療体制の充実、支援求める

　新型コロナウイルスの感染が拡大した2020年から対応に苦慮する会員
の声を受け、マスク等の医療資材不足をはじめ、提供体制の拡充、コロ
ナワクチン問題など次々に国や自
治体へ要請を重ねてきました。ま
た、新興感染症にも対応しうる医
療体制について、数度にわたり提
言してきました。保険医協会が求
めているのは、医療機関・陽性患
者いずれにも安心・安全な医療と
なることです。

　医療機関が漏れなく正しく請求・申請できるよ
う新型コロナに係る「診療報酬の臨時的取扱い」
や医療機関への支援金、オンライン資格確認義務
化の経過措置の最新情報をいち早く、わかりやす
くお届けしています。協会ホームページ、メール
マガジン（Web保険医通信）、FAXNET、『グ
リーンペーパー』（毎月25日発行）、京都保険医新
聞（毎月10日・25日発行）をご活用下さい。

　会員アンケート結果①オンライン資格確認システ
ム導入義務化「反対」79％、②保険証廃止「反対」
83％－を受けて、義務化と保険証廃止「撤回」運動
に取り組んでいます。2022年10月に厚生労働省や京
都選出国会議員に署名を提出。患者さんには会員医
療機関を通じて、署名のご協力をお願いしています
［2023年３月現在］。
　義務化による閉院や保険証廃止で患者さんの医療
を受ける権利が奪われることのないよう、署名活動
や国・国会議員への要請を続けています。

共済制度利用勤務医会員　3,500円
〇 開設・管理者を除く病院勤務医が対象。
〇 協会機関紙（京都保険医新聞）のみ送付。
〇 各種共済制度を利用できます。

研修医会員　免除
〇 協会機関紙（京都保険医新聞本紙）のみ送付。
〇 医師賠償責任保険を利用できます。

詳細は「事業案内」（本号に同封）をご覧下さい。

年間相談数約7,600件
保険請求の疑問、
審査・指導の相談
　診療報酬（保険点数）に関する疑問、減
点・返戻理由、公費負担医療などに関する
疑問、施設基準の管理と届出…。日常診療
での会員・医療機関従業員からのご相談に
事務局が真摯に対応しています。新規個別
指導（新規開業医が必ず受ける行政指導）
をはじめ指導の不安や疑問もご相談下さ
い。指導終了までしっかりサポートしま
す。指導問題に精通した協会顧問弁護士の
紹介もできます。

　レセプト（初回から数回分）を点検し、請
求誤りや算定漏れなどを個別具体的にアド
バイスします。毎月レセプト提出締切前に
対応していますのでご相談下さい。新規開
業時のみならず、現在のレセプトに不安や
疑問がある会員（診療所）もご利用下さい。

レセプトを点検します

　確定申告や税務調査、従業員の雇用な
どの労務問題などもご相談下さい。ご要
望に応じて、弁護士・税理士・社会保険
労務士など専門家に無料で相談できます。
セカンドオピニオンとしてもお気軽にご
利用下さい。

税務・労務、法律問題の相談

　医療事故が生じた時の備えとしての医師
賠償責任保険の普及と、事故を未然に防ぐ
ための啓発活動に力を入れています（裏面）。
患者さんとのトラブルなどお困りの時はご
相談下さい。

医療安全対策、
トラブル時の相談

　2019年７月に左京区下鴨にて内科・呼吸器内科を開業しました。開業に
あたって、担当の税理士さんより「保険医協会には入っておいたほうが良
い」とのアドバイスがあり入会しました。病院勤務では馴染みのなかった
保険点数の算定に関しては診療直後より戸惑いましたが、講習会に何度か
参加して学習の機会が得られたことと、疑問に思うところは個別メールに
て詳細に指導いただけたため非常に助かりました。特に、在宅医療に関し
ては算定業務が極めて煩雑と感じましたが、解釈の仕方から丁寧に教わり
ました。
　開業時には全く予想していなかった「コロナ禍」という事態に陥り、近
畿厚生局の新規個別指導もいったん決定していた日時が２回延期されるこ
とになったため、結局、複数回にわたり直前のチェックをお願いすること
になりました。事前のアドバイス通りに個別指導は進行し、スムーズにク
リアすることができました。医師賠償責任保険でもお世話になっています
し、休業補償制度も配当条件の良い保険医年金も魅力のあるものです。
　事務所を訪問した際にはいつも温かくみなさんからお声かけいただき、
私どもにとってはホッとできる場所の一つです。今後ともよろしくお願い
します。

大変お世話になっています！
くぼた内科・呼吸器内科クリニック　

久保田　豊（左京）

役
立
つ
講
習
会
は
裏
面
に
も

困ったときは
まずご連絡下さい

保険診療講習会新規開業時は必聴 !

開催場所は 保険医協会会議室＋Web　参加ご希望の方は京都府保険医協会までお申込み下さい。日常診療に役立つ講習会

会員の声をもとに医療機関を守る活動

〒604‒8162　京都市中京区烏丸通蛸薬師上ル七観音町637　インターワンプレイス烏丸6階

診療報酬や支援金、経過
措置の最新情報をお届け

オンライン資格確認「義務化」・
保険証廃止「撤回」運動

お申込は
こちらから

報道ステーション（20年 3月 3日）
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保険医協会活用のススメ 会員の声



グループ （生命） 保険

斡旋融資制度  ［京都銀行提携］ 低利と使いやすさが魅力！

● 保険金は500～6,000万円から選択（年齢
により加入できる保険金額は異なります）
● 加入は簡単、健康状態等の告知書のみ
● 保険年齢70歳まで加入可能（75歳まで継
続加入可能）

●配偶者（3,000万円まで）やお子様（３～
22歳・400万円まで）も加入可能

●余剰金が生じた場合は１年ごとに配当金

保険料がさらに割安になります !

配当率25.77%
（2021年度・年間保険料に対する割合）

手頃な掛金で最高 6,000万円の保障（死亡・高度障害）

●新規開業資金 利率 0.55％（１億円限度：20年）
●設備資金（１億3,000万円限度：20年）
●運転資金（1,000万円限度：５年・３年・１年）
利率 0.6％（斡旋手数料要）

下記①②は1,000万円まで無担保（斡旋手数料要）
①子弟教育資金　利率 0.6％
（開業医3,000万円、勤務医2,000万円限度：10年）
②自由ローン［使途自由］ 変動金利 1.1％
（5,000万円限度：10年）

●住宅ローン
変動金利 0.55％　固定金利 1.1％（10年固定）

　医療機関の設備・運転資金をはじめ、お子様の教育資
金、住宅や車の購入などにご利用できます。新規開業資
金・運転資金の斡旋手数料は無料。医業経営を全面的に
バックアップします！（５月委員会決定分まで）
 利率は2023年３月１日現在

男性 女性

～35歳 5,100円 3,180円

36～40歳 6,600円 5,520円

41～45歳 9,060円 6,840円

46～50歳 13,080円 9,780円

51～55歳 19,200円 13,320円

56～60歳 27,840円 16,980円

61～65歳 42,780円 22,620円

6,000万円保障の月額保険料
（会員本人・65歳以下）

※6,000万円保障の加入は65歳まで

加入時に受取方法を決める必要はなく、受
取は加入後いつでも可能（加入５年未満で
の受取は一時金のみ）
※万一の場合はご遺族が全額を受取

●掛金払込の一時中断（掛金の全部または
一部）、再開が可能

●中途脱退後に再加入も可能（満74歳まで）
●他府県への異動時も継続可能

月　払 １口１万円で30口30万円まで
一時払 １口50万円で40口2,000万円

まで

① 掛金の分かりやすさ

② 自在性
　低金利時代の中で高い利率と生保６社による
安定運営・リスク分散。老後資金のみならず、
住宅資金や学資などまとまった資金が必要な時
に一時金として受け取れます。受取時（一時所
得）は利息部分のみに課税され、50万円まで
は税金がかかりません。

予定利率 1.170%を保証 !
 （2023年２月１日現在）
さらに決算時に配当があれば積立金に上乗せさ
れます。
2021年度は0.078％の上乗せがありました。

4月1日より受付開始
 （～ 6 月20日まで）
※本紙３月25日号にパンフレットを同封します。

◆毎月10日までの加入申込で、翌々月 1日加入

③多様な受取方法
年金［4通り］または一時金

保険医年金

医師賠償責任保険や休業補償制度などもご用意しています。ドクターライフをサポートする共済制度

診療所対象 新しく医療機関に勤められた方の研修会

1 日目 5月10日（水） 14時～16時
 ● 医院・診療所での接遇マナー研修（初級）
参加費  お一人1,000円　※当日徴収

2 日目 5月25日（木） 14時～16時
 ❶ 医事紛争から見た医療従事者としての心構え
 ❷ 知っておきたい保険の基礎知識
参加費　無料
　※先着順。コロナの感染状況により人数を制限する場合もあります。

5月28日（日） 10時～13時
●  クリニックの経営を左右する開業前の準備 
～厳しい環境下で生き残るために～
廣井増生税理士事務所　所長　廣井 増生 氏

●  先輩開業医からのアドバイス 
医療法人たつみ内科クリニック　院長　辰巳 陽一 氏

●  地区医師会への入会手続き、 
保険医協会の共済制度の活用 ［解説］ など

● 個別相談
　※個別相談をご希望の場合は、申込時にお知らせ下さい。

参加費  　無料　非会員 5,500円（当日入会時は無料）

採血に伴う神経損傷について（仮）
5月20日（土） 15時30分～17時30分
形　式  Zoomウェビナー
● 神経損傷の予後、 
治療のポイントについて（仮）
名古屋大学大学院医学系研究科・ 
医学部医学科個別化医療技術開発講座特任教授
名古屋大学大学院医学系研究科手の外科元教授

 平田　仁 氏
● 特徴的な裁判事例などについて（仮）
仁邦法律事務所　弁護士　桑原 博道 氏

今後の後発医薬品行政の方向性、展望について（仮）
5月13日（土） 14時30分～16時30分
形　式  保険医協会会議室＋Zoomウェビナー
講　師   厚生労働省医政局経済課長　安藤 公一 氏

（厚生労働省「医療用医薬品の安定確保策に関する関係者会議」主管）

医療安全講習会医療安全講習会 診療所対象 新しく医療機関に勤められた方の研修会

新規開業を考える方のための講習会新規開業を考える方のための講習会

第673回社会保険研究会第673回社会保険研究会

　実践形式の講習を取り入れ、楽しく・わかりやすく・ためになると毎回好
評いただいている研修です。医療機関の勤務経験が短い方を対象に、医療従
事者に必要な「接遇」「医療安全」「保険基礎知識」の 
３分野の基礎をしっかり学んでいただけます。

　開業に向けたノウハウを詳しく・わかりやすく解説する講習会です。講師は
京都では屈指の開業支援を手掛けており、成功する開業の秘訣と開業後の運
営まで実践的対策をお伝えします。自身の開業経験からの医師の具体的なア
ドバイスも必聴です。最近増えている「第三者承継」についても解説します。
　「話だけでも聞いてみようかな…」という方のご参加もお待ちしています。

お申込は
こちらから

個別の接遇研修も
随時受付中

参加者に
進呈

　安全な医療の提供には、医療者が自身の感情をマネジメントすることが不可欠です。怒
りに任せた対応が思わぬトラブルに発展してしまう危険性があります。患者や家族からの
クレームや理不尽な要求などに我慢を強いることも健全とはいえません。
　アンガーマネジメントは、不要な怒りに振り回されず、必要な時には上手に怒ることが
できるようになるためのトレーニングです。怒りの感情を知り、対応法を身につけましょ
う。医療者が自身の感情や言動を適切に選択できるようになると、患者との良好な関係構
築に、また職場のチームワークの向上に役立ちます。トラブルへの対応をはじめ、日常診
療に活かすためにアンガーマネジメントを学びましょう（講師コメント）。

安全な医療を提供するためのアンガーマネジメント
4月1日（土） 14時～16時
形　式 Zoomウェビナー　　 参加費  　無料
講　師   横浜市立大学医学部看護学科　精神看護専門看護師 

一般社団法人日本アンガーマネジメント協会 
認定アンガーマネジメントファシリテーターⓇ 田辺 有理子 氏

お申込は
こちらから

医療安全研修
DVD partⅢ

協会が実際に対応した相談の
中から、医療現場で特に注意
すべき、あるいは典型的な事
例を厳選し収録しています。
京都協会会員価格
5,000円（税込・送料別）

絶賛
販売中 !
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